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SDGs教育プログラムとしての趣旨
本プログラムは、グローバリゼーションの影響をうける市民社会の

あり方と現代社会が直面する社会問題（戦争、紛争、テロリズム、人
種、ジェンダー、障がい、社会格差）や環境問題（気候変動、災害、
感染症、廃棄物、人と自然の共存）などを含む様々なテーマについて、
文学・表象芸術・舞台芸術・映像・メディアの言語文化的分析、社会
事象の歴史政治的な分析やフィールドワークなどを通して学び、グ
ローバリゼーションの世界システムについて、学際的な視座から、地
域を超えて共に考える機会を提供します。また、様々な地域や時代の
言語文化と社会事情について、文学や表象の分析を通して内から深く
学ぶことにより、私たち個人の生の実現を妨げる様々な構造的暴力を
批判的に検証すると同時に、異なる価値観や思考と共に現代を生きる
ためのサステナブルでオルタナティブな社会の可能性を模索し、現代
社会の抱える様々な課題の解決を探求するための広い視野と知の構築、
国際性の涵養を目的とします。

https://sdgs.osaka-u.ac.jp/education/1227.html



SDGs貢献可能性

文学や芸術を通して、社会的弱者や障がい者、さらには人間以外
の種といった「他者」の視点で世界を見つめ直すことを学び、また、
様々な地域や時代の言語文化と社会事情をフィールドワークも含め
て学ぶことで、私たちの生きる世界を複眼的に理解し、真の多様性
と他者性を孕んだ惑星に共生する方途を探究するための広い視座と
知を構築することができます。将来、社会福祉や教育研究、NPOや
NGO、国際機関や企業で活躍する学生が、文理を問わず、本プログ
ラムで得た成果を自らの専門分野で実践し、様々な現代社会の課題
に取り組み、文化の＜共創＞に貢献することを促します。



特定の地域、あるいは複数の地域の言語文化に精通する教員によって構成され

る本プログラムは、R4年度から個別科目とリレー講義を含めた約50名の教員から
なる部局横断的、領域横断的なプログラムとして生まれ変わりました。本プログ
ラムの複数の構成員は、これまでにも、学部・大学院の授業への海外アーティス
トの招へい、「学問への扉」での学生との共同作業、高校生や一般市民を対象と
した公開講座や放送大学などの生涯学習の場の提供、地方自治体や大阪大学21世
紀懐徳堂などのアウトリーチ活動の場での講演会やワークショップの開催、大学
主催の研究交流会でのNGO・NPOやメディア関係者との交流、といった様々な活動
を行ってきました。今後も本プログラムの受講生に授業のテーマと関連する一般
公開の行事への参加を奨励することで、専門家のみならず一般市民との交流の中
で、共に考える「共想」の機会を「共創」へとつなげること、本プロジェクトで
学んだ本学の学生が社会に出て、自らが発信者として活躍することを促進します。



高度副プログラム「世界の言語文化とグローバリゼーション」
概要

人類は太古から大規模な移動を繰り返しながら、言語文化と集団を形成
してきました。グローブ（地球）は現在、様々な仮想の境界線によって区
切られると同時に、通信網と交通によってつながれていますが、海を渡る
人々、陸を移動する遊牧民などに、国境や境界線はありませんでした。今
日の世界地図が作られる契機となったのは、コペルニクスの地動説という
宇宙についての認識の大転換の後に、西洋の海洋探検家たちの「大航海」
によって、アメリカ大陸、アフリカ最南端、アジア、オセアニア地域の存
在がヨーロッパで認識されるようになったからです。これらの地域の「発
見」が、移民や奴隷貿易も含めた貿易の世界的拡大へとつながり、さらに、
18世紀の産業革命以降のグローバルな変化は、世界を一変させました。工
業力や軍事力を背景とした近代帝国主義の拡大により、非西欧地域の資源
や労働力が搾取された半面、科学技術や近代的社会制度の普及が、世界各
地の言語文化や社会構造に大きな変容をもたらしました。



概要

15世紀半ばから20世紀前半までの帝国主義の時代に、社会制度、産業、
金融、貿易、軍事面で大変化がおこっただけではなく、地理学、人類学、
民俗学等の学問研究の発展により、より広範で精緻な「世界観」が作り上
げられ、その知識が著作物となって世界中に流通しました。

一方、旧植民地が次々に独立を果たした20世紀後半からは、エドワー
ド・サイードの『オリエンタリズム』（1978年）によって、世界に流通す
る「オリエント」認識が西欧の視点から作り上げられたものであることが
明らかにされ、ポストコロニアル研究が、旧植民地の視点から植民地主義
の歴史やその言語文化的な影響を批判的に検証し、旧植民地における新た
なネーションと文化の形成に着目する研究を力強く進めていきました。グ
ローバリゼーションによって国家や民族や宗教、さらにカルチャーやジェ
ンダーの概念そのものが変容しました。また、20世紀後半以降には世界人
口の急増に伴う森林伐採と資源開発の加速化、軍事と産業による核や原子
力、AIなどの科学技術の開発が、生態系と社会構造に大きな変化をもたら
しました。



概要

21世紀に生きる私たちは、気候変動、災害、感染症の拡大、廃棄物など
の環境問題、紛争やテロリズム、社会格差の問題など、様々な課題を抱え
ています。そして、それぞれの民族や社会や個人は、ネーションの枠を超
えて複雑に絡み合うグローバルなネットワークのなかで、自らを「主体
者」として様々なメディアで自己発信をしています。

本プログラムは、文学、メディア、芸術による文化表象や社会政治的事
象を言語文化的視点から考察し、それらの表象や事象を生む世界の様々な
言語文化と社会について深く学ぶことによって、異なる価値や思考に対す
る共感に基づく多様な社会のあり方を模索し、「他者」と向き合う想像力
を養います。グローバリゼーションの世界システムの構造的暴力を批判的
に検証すると同時に、自らが発信者となってグローバルなネットワークの
構築の可能性を開拓し、文化の交差点に生きる私たちの立ち位置を考える
ことにより、サステナブルな社会のあり方を思考するための高度な国際性
の涵養を目的とします。



到達目標

本プログラムの学習を通して、以下の能力を備えた方に修了認定証を授
与します。

① 理論的な枠組（文学・文化理論、関連分野の理論など）を理解している。

② 文化事象や社会事象（帝国主義とグローバリゼーションの関係性、産
業・資本・メディア・言語文化のグローバル化、ネーション、ジェンダー、
土着文化、サブカルチャー、文化の受容と発信、異文化接触、翻訳を通し
た異文化理解、国際関係の協調性と敵対性、国境を越えた人的・文化的な
交流、移民・難民・テロリズム、人とモノと自然の共生、環境問題などの
テーマを例とする）について、世界の様々な文学や表象の分析、社会政治
学的考察、フィールドワークなどを通して、具体的に理解している。

③ 上記の理論や知識を応用し、言語文化について論じたり、現代社会が抱
える諸問題について考察し、自らの考えを表現できる。



カリキュラム構成

本プログラムのいずれの科目も、上記の到達目標に掲げた文学・
文化理論と関連分野の理論の理解や、文化事象・社会的事象を分析
し論じる能力を高める授業を行い、私たちが生きている「世界」に
対する理解を深め、そのあるべき姿について考える契機を提供しま
す。本プログラムの構成は段階的な科目配置ではなく、受講生の関
心に合わせて、グローバリゼーションの影響のもとにある世界の
様々な言語文化や社会のあり方を横断的に学ぶことのできる科目配
置になっています。科目を多く履修すればそれだけ広範囲な知見を
獲得することができます。



履修資格・条件、前提知識の目安

言語文化と社会との関係について関心があり、その関心を深め、私
たちを取り巻く状況の本質を追求しようとする意欲を持っていること
を条件とします。

大学生レベルの英文の読解力と日本語のコミュニケーション能力が必
要。（科目によっては、英語で行われる授業や、英語と日本語以外の
言語能力が求められることがあります。個々のシラバスの履修条件を
参照してください。）

開講科目のなかから、各自の関心と必要に合わせて、自由に科目を選
択し、8単位以上を履修すると修了証が発行されます。

修了要件

前提知識の目安



科目構成

コンフリクトの人文学特講II（吹田）

多文化共生学特講I（吹田）

多文化共生学特定演習I（吹田）

超領域文化論Ａ・Ｂ（豊中）

超領域文化論Ａ・Ｂ（豊中）

ジェンダー論Ａ・Ｂ（豊中）

ジェンダー論Ａ・Ｂ（豊中）

グローバリゼーション論Ａ・Ｂ（豊中）

グローバリゼーション論Ａ・Ｂ（豊中）

言語文化共生論Ａ・Ｂ（豊中）

言語文化共生論Ａ・Ｂ（豊中）

言語文化形成論Ａ・Ｂ（豊中）

榎井縁

藤目ゆき

藤目ゆき

平山晃司

ガデミ アミン

北井聡子

鈴木啓峻

小杉世

西村謙一

里内克巳

霜鳥慶邦

中村綾乃



科目構成

表象文化論Ａ・Ｂ（豊中）

表象文化論Ａ・Ｂ（豊中）

表象文化論Ａ・Ｂ（豊中）

言語文化比較交流論Ａ・Ｂ（豊中）

翻訳研究Ａ・Ｂ（豊中）

翻訳研究Ａ・Ｂ（豊中）

広域言語文化論ⅢＡ・Ｂ（箕面）

広域言語文化論Ⅳ Ａ・Ｂ（箕面）

イギリス言語文化表象論ⅠＡ・Ｂ（箕面）

アメリカ言語文化表象論I Ａ・Ｂ（箕面）

アメリカ言語文化表象論ⅡＡ・Ｂ（箕面）

木原善彦

山本佳樹

林千宏

田中智行

村上スミス アンドリュー

渡辺貴規子

中村未樹

藤原克美

畑田美緒

渡邉克昭

岡本太助



科目構成

林初梅

今岡良子

藤原克美

深尾葉子

藤山一樹

藤山一樹

山根聡＋14名

横井幸子＋13名

藤川隆男

井本恭子

山田雄三

北村毅

アジア言語文化資源論II Ａ・Ｂ（箕面）

アジア言語社会構造論I Ａ・Ｂ（箕面）

ヨーロッパ言語社会構造論I Ａ・Ｂ（箕面）

アジア言語社会動態論Ⅱ Ａ・Ｂ（箕面）

イギリス言語社会動態論I Ａ（箕面）

現代英米政治外交史特殊研究（箕面）

世界文学・文化論（リレー講義）（箕面）

世界の言語事情（リレー講義）（箕面）

西洋近現代史講義Ⅱ-1（豊中）

地域文化空間論講義（豊中）

イギリス文化史講義（豊中）

日本の地域と民俗講義（豊中）



個別科目担当教員 プロフィール
榎井縁 (外国につながる子ども、多文化共生、SDGs）

藤目ゆき (近現代日本史、アジア現代女性史、多文化共生とジェンダー）

平山晃司（西洋古典学、古代ギリシアの法と宗教）

ガデミ アミン(グローバル思想史・文化史、グローバル日本史)

北井聡子 (ジェンダー/セクシュアリティ表象、ユートピアと性、ロシアのフェミニズム運動）

鈴木啓峻（近現代ドイツの文学と思想・ジェンダー論・アイデンティティ論）

小杉世（英語圏文学、ポストコロニアル研究、オセアニア地域研究、環境人文学）

西村謙一（東南アジアの市民社会、フィリンピン現代政治）

里内克巳（アメリカ19-20世紀転換期文学、ライフナラティブ、人種・エスニシティ―）

霜鳥慶邦（英語圏文学、第一次世界大戦の記憶の総合的研究、文学・文化批評理論）

中村綾乃 (在外ドイツ人と第二次世界大戦、ドイツ・東アジア関係史、ドイツ植民地）

木原善彦 (アメリカ現代小説、現代アメリカ大衆文化、翻訳研究）

山本佳樹 (ドイツ映画史、文学と映画、映画理論、ドイツ文学）

林千宏 (16世紀フランス文学、印刷書物文化研究）

田中智行 (中国近世白話小説、古典小説批評）



個別科目担当教員 プロフィール
村上スミス アンドリュー (日本文学における地域言語の使用と役割、翻訳研究）

渡辺貴規子 (19世紀フランス児童文学、近代日本児童文学におけるフランス文学受容、翻訳研究）

中村未樹（イギリス演劇・イギリス文化）

藤原克美 (ロシア企業及び産業・ソビエト消費財産業の研究、ジェンダー）

畑田美緒（イギリス文学・19世紀のイギリス小説・ヴィクトリア朝、子供、老人、女性）

渡邉克昭 (アメリカ・カナダ現代小説、ポストヒューマニズムの思想史的展開）

岡本太助（アメリカ文化・演劇・パフォーマンス）

林初梅 (近現代台湾におけるアイデンティティ・言語・社会文化、台湾のなかの日本記憶、台湾先住民言語と神話）

今岡良子 (モンゴル遊牧民文化、生物多様性と草原、モンゴル現代女性史）

深尾葉子 (中国における環境と人々の生活の相互作用、東アジア里山経済の越境マネジメント）

藤山一樹 (戦間期イギリスの対ヨーロッパ/対アメリカ政策と国際秩序への影響）

藤川隆男（オーストラリア史、移民研究）

井本恭子（南ヨーロッパ・イタリア文化研究）

山田雄三（中心の関心はレイモンド・ウィリアムズが提唱した「感情構造」）

北村毅 (沖縄、戦争、ジェンダー、医療人類学、オーラルヒストリー）



リレー講義担当教員プロフィール

世界文学・文化論 15名 ※授業担当順

代表者：山根聡（ウルドゥー文学・南アジアのイスラーム文化）

永原順子（日本文学）、岡本太助（アメリカ文学）、中村未樹（英文学）、北岡志
織（ドイツ文学）、長崎広子（ヒンディー文学）、松本健二（ラテンアメリカ文
学）、岡本淳子（スペイン文学）、井上さゆり（ビルマ文学）、宮下遼（トルコ文
学）、福田義昭（アラブ文学）、中村菜穂（ペルシア文学）、劉文兵（中国文学）、
北田信（ウルドゥー文学）、霜田洋祐（イタリア文学）

世界の言語事情 14名 ※授業担当順

代表者：横井幸子（ロシア語教育、ロシアの言語事情）

岡本真理（近代中東欧地域の民族と言語運動）、栗原唯（フランスの言語事情）、
長谷川信弥（スペインの言語事情）、鳥居玲奈（ブラジルポルトガル語における言
語接触）、中田聡美（中国の言語事情）、中嶋善輝（モンゴルの言語事情）、西岡
美樹（インドおよびその近隣地域の言語事情）、ファン・ティ・ミー・ロアン（ベ
トナムの言語事情）、矢元貴美（フィリピンの言語事情）、原真由子（インドネシ
アの言語事情）、岩井亮雄（韓国朝鮮の言語事情）、仲尾周一郎（ナイル流域諸国
におけるアラビア語）、米田信子（タンザニアの言語事情）



受講生の声

2020年度に「大学院等高度副プログラム」を履修したWAN NUR AMIRAH 
BINTI WAN ROSLI（ワン・ヌル・アミラ・ビンティ・ワン・ロスリ）さん
（大学院言語文化研究科博士前期課程1年）

私は日本文学を探究しながら高度副プログラムで専攻以外のジェ
ンダー論、グローバリゼーションも学びました。他の国の人たち
の考え方を聞いて、今まで知る機会もなかったことを学び、自由
に議論もでき、幅広い視野で物事を考えられるようになりました。
自分の研究室以外にも教員との繋がりが増えて、気軽に質問でき
るようになったことも大きいです。また、たくさんの授業を受講
したおかげで上手にタイムマネジメントできるようになったこと
も副産物ですね。

（『大阪大学 News Letter』 No.86, p. 7）



受講生へのメッセージ

本プログラムでは、専攻を超えて広くニーズに合う授業を受講
できます。修了要件は8単位ですので、専門の授業との両立も十
分可能です。博士後期課程の院生さんも受講が可能です。

将来、国際的視野を必要とする職に就きたいと考えている人、
研究者をめざす人、理系・文系問わず、近現代の世界と日本にお
ける言語社会文化の状況に関心をお持ちの意欲ある皆さんの受講
をお待ちしております。

複数の高度副プログラムに登録して受講している学生さんも多
くいますので、組み合わせて受講すること、インターンシップや
その他の部局横断プログラムと合わせて、参加をおすすめします。



履修について

高度副プログラムの履修登録は、KOANから行ってください。プログラムへの申請登録と構
成科目の履修登録の両方が必要です。本プログラムの申請登録は、春夏学期と秋冬学期の
KOAN申請登録時期に可能です。※R5春夏学期の申請登録は4/10(月)15時～4/18(火)13時

高度副プログラム「世界の言語文化とグローバリゼーション」のKOANサイトは下記のURL
から見られます。科目名のリンクをクリックすると、シラバスを閲覧できます。

https://koan.osaka-u.ac.jp/campusweb/campussquare.do?_flowId=FPW4207100-
flow&nendo=2023&shikakukbncd=13&shikakucd=90&langkbn=j

プログラム概要と各科目シラバスの資料は下記のURLからダウンロードできます。

https://drive.google.com/file/d/18TzmPqIRz5uV4tOR8GkqthS76ziBHcoo/view?usp=sharing

各授業の初回に高度副プログラムの履修についても担当教員からガイダンスがあります。







世界の言語文化とグローバリゼーション

人文学研究科（連携部局：人間科学研究科）

問い合せ：人文学研究科豊中事務部学務係（豊中キャンパス）
TEL：06-6850-5856

E-Mail：jinbun-gakumu@office.osaka-u.ac.jp



Ｒ５高度副プログラム「世界の言語文化とグローバリゼーション」提供科目

選択科目 (科目数 ： 59） 単位数 開講学期 曜日/時限 開講部局 (専攻) 開講キャンパス 備考

コンフリクトの人文学特講II 2 秋～冬学期 木2 人間科学研究科 吹田

多文化共生学特講I 2 春～夏学期 水3 人間科学研究科 吹田

多文化共生学特定演習I 2 春～夏学期 木3 人間科学研究科 吹田

超領域文化論Ａ 2 春～夏学期 水3 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

超領域文化論Ｂ 2 秋～冬学期 水2 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

ジェンダー論Ａ 2 春～夏学期 水4 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

ジェンダー論Ｂ 2 秋～冬学期 火5 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

グローバリゼーション論Ａ 2 春～夏学期 水4 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

グローバリゼーション論Ｂ 2 秋～冬学期 水4 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

グローバリゼーション論Ａ 2 春～夏学期 水5 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

グローバリゼーション論Ｂ 2 秋～冬学期 水5 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

言語文化共生論Ａ 2 春～夏学期 水2 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

言語文化共生論Ｂ 2 秋～冬学期 水2 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

言語文化共生論Ａ 2 春～夏学期 火3 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

言語文化共生論Ｂ 2 秋～冬学期 火3 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

言語文化形成論Ａ 2 春～夏学期 金2 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

言語文化形成論Ｂ 2 秋～冬学期 金2 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

表象文化論Ａ 2 春～夏学期 木2 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

表象文化論Ｂ 2 秋～冬学期 木2 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

表象文化論Ａ 2 春～夏学期 水2 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

表象文化論Ｂ 2 秋～冬学期 水2 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

表象文化論Ａ 2 春～夏学期 月3 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

表象文化論Ｂ 2 秋～冬学期 水3 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

言語文化比較交流論Ａ 2 春～夏学期 水2 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

言語文化比較交流論Ｂ 2 秋～冬学期 水2 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

翻訳研究Ａ 2 春～夏学期 火2 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

翻訳研究Ｂ 2 秋～冬学期 火2 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

翻訳研究Ａ 2 春～夏学期 火3 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

翻訳研究Ｂ 2 秋～冬学期 火3 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

超領域文化論Ａ 2 春～夏学期 金3 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

超領域文化論Ｂ 2 秋～冬学期 月4 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

ジェンダー論Ａ 2 春～夏学期 月3 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

ジェンダー論Ｂ 2 秋～冬学期 月3 人文学研究科（言語文化学専攻） 豊中

広域言語文化論ⅢＡ 2 春～夏学期 水3 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

広域言語文化論ⅢＢ 2 秋～冬学期 水3 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

広域言語文化論ⅣＡ 2 春～夏学期 木2 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

広域言語文化論ⅣＢ 2 秋～冬学期 木2 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

イギリス言語文化表象論ⅠＡ 2 春～夏学期 金1 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

イギリス言語文化表象論ⅠＢ 2 秋～冬学期 金1 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

アメリカ言語文化表象論ⅠＡ 2 春～夏学期 水5 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

アメリカ言語文化表象論ⅠＢ 2 秋～冬学期 水5 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

アメリカ言語文化表象論ⅡＡ 2 春～夏学期 火5 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

アメリカ言語文化表象論ⅡＢ 2 秋～冬学期 火5 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

アジア言語文化資源論ⅡＡ 2 春～夏学期 火5 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

アジア言語文化資源論ⅡＢ 2 秋～冬学期 火5 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

アジア言語社会構造論ⅠＡ 2 春～夏学期 月4 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

アジア言語社会構造論ⅠＢ 2 秋～冬学期 月4 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

ヨーロッパ言語社会構造論ⅠＡ 2 春～夏学期 水4 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

ヨーロッパ言語社会構造論ⅠＢ 2 秋～冬学期 水4 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

アジア言語社会動態論ⅡＡ 2 春～夏学期 月5 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

アジア言語社会動態論ⅡＢ 2 秋～冬学期 月5 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

イギリス言語社会動態論ⅠＡ 2 春～夏学期 水3 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

現代英米政治外交史特殊研究 2 秋～冬学期 水4 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

世界文学･文化論（リレー講義） 2 春～夏学期 木3 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

世界の言語事情（リレー講義） 2 秋～冬学期 木4 人文学研究科（外国学専攻） 箕面

西洋近現代史講義Ⅱ-1 2 春～夏学期 月4 人文学研究科（人文学専攻） 豊中 2023 年度 不開講

地域文化空間論講義 2 秋～冬学期 金4 人文学研究科（人文学専攻） 豊中

イギリス文化史講義 2 春～夏学期 水4 人文学研究科（人文学専攻） 豊中

日本の地域と民俗講義 2 春～夏学期 月3 人文学研究科（日本学専攻） 豊中 2023 年度 不開講

※ 同名科目が複数あるものは、担当教員と授業内容が異なります。
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令和 5 年度大学院高度副プログラム  

「世界の言語文化とグローバリゼーション」の概要について 

 

【趣旨と概要】 

人類は太古から大規模な移動を繰り返しながら、言語文化と集団を形成してきました。グ

ローブ（地球）は現在、様々な仮想の境界線によって区切られると同時に、通信網と交通に

よってつながれていますが、海を渡る人々、陸を移動する遊牧民などに、国境や境界線はあ

りませんでした。今日の世界地図が作られる契機となったのは、コペルニクスの地動説とい

う宇宙についての認識の大転換の後に、西洋の海洋探検家たちの「大航海」によって、アメ

リカ大陸、アフリカ最南端、アジア、オセアニア地域の存在がヨーロッパで認識されるよう

になったからです。これらの地域の「発見」が、移民や奴隷貿易も含めた貿易の世界的拡大

へとつながり、さらに、18世紀の産業革命以降のグローバルな変化は、世界を一変させまし

た。工業力や軍事力を背景とした近代帝国主義の拡大により、非西欧地域の資源や労働力が

搾取された半面、科学技術や近代的社会制度の普及が、世界各地の言語文化や社会構造に大

きな変容をもたらしました。 

 15世紀半ばから20世紀前半までの帝国主義の時代に、社会制度、産業、金融、貿易、軍事

面で大変化がおこっただけではなく、地理学、人類学、民俗学等の学問研究の発展により、

より広範で精緻な「世界観」が作り上げられ、その知識が著作物となって世界中に流通しま

した。 

 一方、旧植民地が次々に独立を果たした20世紀後半からは、エドワード・サイードの『オ

リエンタリズム』（1978年）によって、世界に流通する「オリエント」認識が西欧の視点か

ら作り上げられたものであることが明らかにされ、ポストコロニアル研究が、旧植民地の視

点から植民地主義の歴史やその言語文化的な影響を批判的に検証し、旧植民地における新

たなネーションと文化の形成に着目する研究を力強く進めていきました。グローバリゼー

ションによって国家や民族や宗教、さらにカルチャーやジェンダーの概念そのものが変容

しました。また、20世紀後半以降には世界人口の急増に伴う森林伐採と資源開発の加速化、

軍事と産業による核や原子力、AIなどの科学技術の開発が、生態系と社会構造に大きな変化

をもたらしました。 

 21世紀に生きる私たちは、気候変動、災害、感染症の拡大、廃棄物などの環境問題、紛争

やテロリズム、社会格差の問題など、様々な課題を抱えています。そして、それぞれの民族

や社会や個人は、ネーションの枠を超えて複雑に絡み合うグローバルなネットワークのな

かで、自らを「主体者」として様々なメディアで自己発信をしています。 

 本プログラムは、文学、メディア、芸術による文化表象や社会政治的事象を言語文化的視

点から考察し、それらの表象や事象を生む世界の様々な言語文化と社会について深く学ぶ

ことによって、異なる価値や思考に対する共感に基づく多様な社会のあり方を模索し、「他

者」と向き合う想像力を養います。グローバリゼーションの世界システムの構造的暴力を批

判的に検証すると同時に、自らが発信者となってグローバルなネットワークの構築の可能

性を開拓し、文化の交差点に生きる私たちの立ち位置を考えることにより、サステナブルな

社会のあり方を思考するための高度な国際性の涵養を目的とします。 
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【到達目標】 

 本プログラムの学習を通して、以下の能力を備えた方に修了認定証を授与します。 

① 理論的な枠組（文学・文化理論、関連分野の理論など）を理解している。 

② 文化事象や社会事象（帝国主義とグローバリゼーションの関係性、産業・資本・メディ

ア・言語文化のグローバル化、ネーション、ジェンダー、土着文化、サブカルチャー、文化

の受容と発信、異文化接触、翻訳を通した異文化理解、国際関係の協調性と敵対性、国境を

越えた人的・文化的な交流、移民・難民・テロリズム、人とモノと自然の共生、環境問題な

どのテーマを例とする）について、世界の様々な文学や表象の分析、社会政治学的考察、フ

ィールドワークなどを通して、具体的に理解している。 

③ 上記の理論や知識を応用し、言語文化について論じたり、現代社会が抱える諸問題につ

いて考察し、自らの考えを表現できる。 

 

【カリキュラムの構成】 本プログラムのいずれの科目も、上記の到達目標に掲げた文学・

文化理論と関連分野の理論の理解や、文化事象・社会的事象を分析し論じる能力を高める授

業を行い、私たちが生きている「世界」に対する理解を深め、そのあるべき姿について考え

る契機を提供します。本プログラムの構成は段階的な科目配置ではなく、受講生の関心に合

わせて、グローバリゼーションの影響のもとにある世界の様々な言語文化や社会のあり方

を横断的に学ぶことのできる科目配置になっています。科目を多く履修すればそれだけ広

範囲な知見を獲得することができます。 

 

【履修資格・条件】 言語文化と社会との関係について関心があり、その関心を深め、私た

ちを取り巻く状況の本質を追求しようとする意欲を持っていることを条件とします。 

 

【修了要件】 対象科目を履修して８単位以上取得すること。 

 

アピールポイント：産業・金融・メディア・言語文化のグローバル化、ジェンダー、国際関

係の協調性と敵対性、国境を越えた人的・文化的な交流、難民やテロリズム、環境問題など、

私たちを取り巻く状況の本質を追究しようとする者にとって、21 世紀の世界が過去の世紀

においてどのような段階を経て形つくられてきたものなのかを知ることは重要です。この

プログラムは、私たちが生きている世界に対する理解を深め、そのあるべき姿について考え

る契機を提供します。 

 

受けてもらいたい人：近現代の世界と日本における言語文化の状況を見極め、そのあるべき

姿を問い直そうとする意欲のある皆さん。将来、国際的視野を必要とする職に就きたいと考

えている学生さんたち。 

学び終えて：言語文化に関する理論的思考、分析力、広く深い理解を身につけることによっ

て、現代社会に対する言語文化的な知見を新たにすることができます。 

 

キーワード： 世界の文学、世界の言語文化、グローバリゼーション 

プログラム分野：文化・地域  学問系統：文系融合  
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＜春夏学期科目＞ 

 

多文化共生学特講Ｉ 藤目 ゆき（人間科学研究科・吹田）時間割コード 211801 

【授業サブタイトル】現代女性史の諸相 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】女性史の意義と方法、20 世紀女性史の流れを考える。 

【学習目標】女性史の意義と方法、20 世紀女性史の流れを知ることができる。 

【履修条件・受講条件】現代女性史に関連する自分自身の研究トピックスをもっていること。 

【授業外における学習】 教科書・指定教材、自分自身の研究トピックスに即した文献を読

むこと。 

【教科書】藤目ゆき／性の歴史学／不二出版、藤目ゆき／フェミニズムとマルチカルチュラ

リズム―「帝国のフェミニズムへの挑戦」から考える―（『共生学が創る世界』）／大阪大学

出版会、藤目ゆき／占領軍被害の研究／六花出版 

【授業計画】 

 

多文化共生学特定演習Ｉ 藤目 ゆき（人間科学研究科・吹田）時間割コード 211804 

【授業サブタイトル】現代女性史の諸相 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】女性史の意義と方法、20 世紀女性史の流れを考える。 

【学習目標】女性史の意義と方法、20 世紀女性史の流れを知ることができる。 

【履修条件・受講条件】現代女性史に関連する自分自身の研究トピックスをもっていること。 

【授業外における学習】 教科書・指定教材、自分自身の研究トピックスに即した文献を読

むこと。 

【教科書】藤目ゆき／性の歴史学／不二出版、藤目ゆき／フェミニズムとマルチカルチュラ

リズム―「帝国のフェミニズムへの挑戦」から考える―（『共生学が創る世界』）／大阪大学

出版会、藤目ゆき／占領軍被害の研究／六花出版 

【授業計画】第 1 回 授業案内、第 2 回 講義 論文に取り組む方法論、第 3 回 受講学生

による論文構想の発表、第 4 回～第 7 回 続き、第 8 回 中間のまとめ、第 9 回 受講生

による研究の中間発表、第 10～第 13 回 続き、第 14 回・第 15 回 まとめ 

 

超領域文化論Ａ 平山 晃司（人文学研究科・豊中）時間割コード 452009 

【授業サブタイトル】ギリシア人と卜占（１） 

【開講言語】日本語 
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【授業形態】演習科目 

【目的と概要】「異質の文化を研究する究極の目的は、自分の文化の体系がどのように機能

するかについて、知見を広めることにある」（E. T. Hall）。この授業は、古典古代の文化のあ

りようを学ぶことにより、自国の文化を批判的に見つめ直し、より深く理解するためのよす

がを手に入れることを目的とする。 

【学習目標】デルポイの神託について学ぶことにより、古代ギリシアの社会において宗教は

いかなる役割を果たしていたのかという問題を考える手がかりを得る。 

【履修条件・受講条件】日本語の読み書きおよび日本語での会話が不自由なく出来ること。 

【授業外における学習】教科書の指定された範囲を丹念に読み、疑問点を明確にして討議に

参加する準備をしておくこと。 

【教科書】Hugh Bowden, Classical Athens and the Delphic Oracle: Divination and Democracy. 

Cambridge UP, 2005. (ISBN: 9780521530811) ※コピーを配布する 

【授業計画】 

第 1 回：ガイダンス 

第 2 回～第 15 回：予め決められた担当者が教科書の指定された範囲の内容をまとめたレジ

ュメを配布して発表した後、全員で討議する。 

 

超領域文化論講座Ａ ガデミ アミン（人文学研究科・豊中）時間割コード 452131 

【授業サブタイトル】グローバル思想史論 

【開講言語】日本語・英語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】英語での基礎的な文献を精読することにより、文化・思想研究の歴史と変遷

を批判的に考え、その可能性と限界を評価していく。今学期は、「グローバル思想史」と「現

在史」に焦点を当てる。授業は受講者の自主的な勉強と積極的な参加による。文献はすべて

英語だが、授業内で使用する言語は個人次第である。 

【学習目標】文化と思想の研究において英語圏の先進的なアプローチを自主的に考察でき

る。文化史・思想史の研究手法の可能性と限界を建設的に批判できる。学習した研究アプロ

ーチを自らの研究に応用できる。英語での学術論文や学術書を正確かつ迅速に読める。 

【履修条件・受講条件】特になし 

【授業外における学習】特に大学院では、学習は授業内よりも授業外で独自で行われること

である。授業は学習する場ではなく、学習を強化する場である。毎週、読み物を熟読し、内

容について深く考察した上で授業に参加することが期待される。それにはどれほどの時間

が必要かは、各自が練習を通して判断すべき。時間管理自体は学びの対象である。 

【教科書】特になし。読み物は授業内で配布。 

【授業計画】第１回 はじめに―大学院で「読む」という行為、第２回 思想史とは、第３

回 文化史とは・概念史とは・精神史とは、第４回 思想史の方法論―ケンブリッジ学派、
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第５回 思想史の方法論―政治の文化史、第６回 思想史の方法論―民衆史、第７回 「国

際思想史」への転換、第８回 「グローバル思想史」への転換、第９回 グローバル思想史

の実例、第１０回 現在史とは、第１１回 「時間」という問題、第１２回 現在主義とそ

の批判、第１３回 現在主義とその弁護、第１４回 現在史の実例、第１５回 まとめ―応

用と可能性（定期試験は実施しない） 

 

ジェンダー論Ａ 北井 聡子（人文学研究科・豊中）時間割コード 452011 

【授業サブタイトル】ロシア革命と性の統制―同性愛的欲望の行方 

【開講言語】日本語・英語 

【授業形態】演習形式 

【目的と概要】1917 年のロシア 10月革命は、経済-社会制度だけではなく「人間そのもの」

の変革を射程に入れたラディカルな試みでした。完全な男女平等と家族制度の解体や、人間

の精神・身体の進化に加え、セクシュアリティまでもが、新社会にふさわしいものにするべ

く盛んに議論されていました。同性愛に関しても、レーニン率いるボリシェヴィキ政権はこ

れを合法化し、現在のプーチン政権からは考えられないほどリベラルな時代であったと言

えます。本セミナーでは、革命前の 19 世紀末から 1930 年代のスターリン体制の確立に至

るまでのロシア・ソ連社会において、性についてどのような議論があり、また抑圧的な体制

はいかにして構築されていったかを検討します。ロシア・ソ連を例として、社会が寛容にな

る時、そして抑圧的になる時には、どのような力学が働いているのかを一緒に考えましょう。 

【学習目標】ジェンダー/セクシュアリティ批評のための知識を習得すること。 

現象の背景にある複数の要素を読み解く能力を培うこと。 

【履修条件・受講条件】英語の文献を講読します。ロシア語の知識があるのが望ましいが必

須ではない。 

【授業外における学習】毎回英語の論文（20〜30 頁）を一本読みます。担当でいないとき

も文献にしっかり目を通して準備して、ディスカッションに積極的に参加することが求め

られます。 

【教科書】講師が用意します。 

【授業計画】毎回、英語論文だと 20～30 ページ。日本語文献は、50 ページ程度読みすすめ

ていく。 

 

ジェンダー論Ａ 鈴木 啓峻（人文学研究科・豊中）時間割コード 452133 

【授業サブタイトル】江藤淳『成熟と喪失』の読解を通して（ジェンダー）アイデンティテ

ィについて考える 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】 
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本演習では、江藤淳（1932-1999）の文芸批評『成熟と喪失——„母“の崩壊』（1967）の読

解を通して、（ジェンダー）アイデンティティの形成が困難と断絶を経験する歴史文脈につ

いて考察し、「アイデンティティ」という言葉をいかに語り得るかについて議論する。 

エリク・エリクソン(1902-1994)に端を発する「アイデンティティ」という言葉は、息子が

父親に「同一化」するというフロイトのエディプス理論を基礎とし、「同一化すべき何者か」

を中心とした固定的かつ暴力的なシステムを前提とするように思われる点で、ポジティブ

に語りにくいニュアンスを含む。しかし、『幼児期と社会』などの著作におけるエリクソン

の関心はむしろ、個人を取り巻く環境が激変する状況下でアイデンティティ形成の主体と

なる機会を奪われた人々の方に有ったと言える。その意味でエリクソンは「アイデンティテ

ィ」を、流動的な歴史の中に置かれた個人・家族・社会の、変動と挫折を含意する概念とし

て構想していた。 

以上のことを踏まえ本演習では、江藤の目指した「成熟」のイデオロギー性を理解した上

で、彼が「成熟」の困難を感じた戦後 1950-60 年代日本の歴史的文脈を一つのケース・スタ

ディとして取り上げる。それを手がかりとした上で、「アイデンティティ」形成と「成熟」

の可能性をいかに語り得るかについて議論する。 

【学習目標】 

・文学作品や文学評論を、それが書かれた歴史的文脈の中で考察できるようになる。 

・「成熟」や「アイデンティティ」の問題について考えるヒントを得る。 

【履修条件・受講条件】 

【授業外における学習】担当者は、レジュメやスライドなどの形で発表の準備をする。担当

が当たっていない人も、テクストを読み、自分なりの論点を考えて来る。 

【教科書】江藤淳『成熟と喪失』、講談社学芸文庫。 

【授業計画】基本的には輪読形式で担当者がテクストの内容を発表し、それをもとに議論し

て行きます。受講者の数とレベルに応じてはじめは進度を調整しながらテクストを読み進

め、余裕があれば、『成熟と喪失』の中で扱われている昭和文学の作品を読むことも考えて

います。第１回 オリエンテーション、第２回〜第１４回 テクストに関する報告と議論、

第１５回 まとめ 

 

グローバリゼーション論Ａ 小杉 世 （人文学研究科・豊中）時間割コード 452013 

【授業サブタイトル】オセアニアの詩とパフォーマンスからみるグローバリゼーションの

課題 

【開講言語】日本語・英語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】 

本演習は植民地主義・帝国主義とグローバリゼーションとの関係について、ポストコロニ

アル理論や環境人文学、その他の文化理論に基づきながら考察する。太平洋の核軍事化によ
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る先住民社会の変容、移民・難民の問題、気候変動やグローバル企業の活動が現地社会にも

たらす環境問題、グローバル資本主義と生政治の問題など、現代世界の抱える様々な課題に

ついて、文学テクストや表象の分析、フィールド調査のデータなどをもとに考察する。 

 今年度の春夏学期は、オセアニアの詩とパフォーマンスをとりあげる。2014 年の国連気

候変動サミットで詩を朗読したマーシャル諸島出身の詩人 Kathy Jetnil-Kijiner の詩集 Iep 

Jāltok (2017)を中心に、サモア・ツバル系のニュージーランドの桂冠詩人 Selina Tusitala Marsh、

ニュージーランド在住のサモア人作家 Albert Wendt、キリバス人とアフリカ系アメリカ人の

両親のもとにハワイで生まれニュージーランドで活躍した詩人 Teresia Teaiwa、ハワイの先

住民活動家で詩人の Haunani-Kay Trask、マオリの詩人 Hone Tuwhare と Roma Potiki、フィ

リピン系オーストラリアの詩人 Eunice Andrada などの詩とパフォーマンス、映像作品をと

りあげ、海をこえてこれらの詩人たちの作品が、我々の想像力に訴えかけるグローバリゼー

ションの課題を考察する。 

【学習目標】1. 文学テクストや文化論、批評を正確に読解できる。2. グローバリゼーショ

ンの諸課題について、文学テクストや社会事象をもとに具体的に理解している。3. 大学院

生としてふさわしい社会的意識と批判的思考力をもち、この授業で習得したことを自分の

専門分野や研究テーマに応用し、独自の分析ができる。 

【履修条件・受講条件】特になし。オセアニア、アジア太平洋の歴史や文化事情・植民地主

義やポストコロニアリズム、グローバリゼーション、核や廃棄物、気候変動などの環境問題、

それらをめぐる文学やアートに関心のある人、人文社会学系以外の受講生も歓迎する。予備

知識は必要ないが、英語の文献を読む力を必要とする。 

【授業外における学習】授業で扱う作品や資料を精読して、意見や疑問点を整理しておくこ

と。 

【教科書】Jetnñil-Kijiner, Kathy. Iep Jāltok: Poems from a Marshallese Daughter. University of 

Arizona Press, 2017.（※ Kindle 版、あるいはペーパーバックをアマゾンで各自購入すること。

その他の教材はコピーで配布。） 

【授業計画】授業は演習形態で発表担当者を決め、担当者にまず発表を行ってもらい、その

後、議論する。（※授業計画は変更の可能性がある。詳しい予定表を授業で配布する。）第 1

回：イントロダクション、第 2 回：Selina Tusitala Marsh: ‘Unity’ほか―地球の裏側を見る想

像力 [講義・議論]、第 3～6 回：Kahty Jetñil-Kijiner の詩集と朗読パフォーマンス映像 [発表・

議論]、第 7 回：Epeli Hau‘ofa のエッセイ[発表・議論]、第 8 回：Teresia Teaiwa のエッセイ

[発表・議論] 、第 9～12 回：その他の詩人の作品 [発表・議論]、第 13～14 回：個別テーマ

発表 [発表・議論] 、第 15 回：まとめ 

 

グローバリゼーション論Ａ 西村 謙一 （人文学研究科・豊中）時間割コード 452015 

【授業サブタイトル】グローバリゼーションと国民国家 

【開講言語】日本語 



8 
 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】本演習はグローバリゼーションのもとで国家や国民の概念及び実態につい

て、市民社会論やアイデンティティ論、エスニシティ論等を援用しつつ考察する。従来、近

代国家は、単一の国民で形成されているとの擬制のもとにあったが、それは必ずしも成立し

ないと指摘されるようになって久しい。特に、国境を越えた人々の流れが加速化している現

在は、国民の実態は複雑さを増している。グローバリゼーション論 A では理論的枠組を中

心に学び、他者に向き合う想像力の育成と高度な国際性の涵養するための基盤の形成を目

指す。 

【学習目標】国民国家およびその国民の実態を批判的に検討・分析することができるように

なることをめざす。 

【履修条件・受講条件】特に設定しない。 

【授業外における学習】各授業に関連して指定された論文等を前もって読んで内容を把握

し、自分なりのコメントを用意しておくために、必ず 4 時間以上の予習をしておくこと。 

【教科書】授業中に指示する。 

【授業計画】受講学生との相談によって変更することがあるが、おおむね以下の通りに進め

る予定である。第 1 回 授業のガイダンス、第 2～4 回 グローバリゼーション論の検討、

第 5～8 回 「市民社会」に関する議論の検討、第 9～11 回 アイデンティティに関する議

論の検討、第 12～14 回 エスニシティをめぐる議論の検討、第 15 回 まとめ 

 

言語文化共生論Ａ 里内 克巳（人文学研究科・豊中）時間割コード 452017 

【授業サブタイトル】アジア系アメリカ文学の原点――Sui Sin Far の短編小説とノンフィク

ション 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習 

【目的と概要】本授業では、アジア系アメリカ文学史にとっては萌芽期にあたる 19-20 世紀

転換期に活躍した中国系女性作家 Sui Sin Far こと Edith Maude Eaton(1865-1914)の作品を素

材にした演習を行う。彼女の短編小説とノンフィクションを講読し、意見交換するのと同時

に、関連文献なども紹介することで議論を深めていきたい。 

【学習目標】 

①アジア系アメリカ人の歴史について概略を説明できる。 

②アジア系アメリカ文学・文化の特徴（特に 19 世紀末～20 世紀初頭）について説明できる。 

③英語で書かれた様々なタイプの文学作品を分析し、文体の特徴・叙述の進め方・レトリッ

ク上の工夫などについて具体的に説明できる。 

【授業外における学習】 

毎回の授業では、指定された作品をあらかじめきちんと読み、自分なりに消化したうえで授

業に臨むのが大前提となる。英語を読み慣れた受講者でも、１回の授業について半日程度の
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準備時間をかけ、じっくりと読んできてほしいので、毎週の授業外での学習計画をよく考え

て立てる必要がある。 

【教科書】Sui Sin Far, Mrs. Spring Fragrance and Other Writings. Edited by Amy Ling and Annette 

White-Parks, U of Illinois P, 1995. 

【授業計画】毎回のスケジュールを以下に示すが、出席者の顔ぶれなど諸事情によって、変

更が加えられる可能性もある。なお、下記のタイトル名は短編小説で、ノンフィクション・

評論については授業時に案内する。 第 1 回：イントロダクション 第 2 回：“Mrs. Spring 

Fragrance” 第 3 回：“The Inferior Woman”  第 4 回： “The Wisdom of the New”  第 5 回：

“The Story of One White Woman Who Married a Chinese”  第 6 回：“Her Chinese Husband” “Its 

Wavering Image” 第 7 回：“The Chinese Lily” “The Smuggling of Tie Co”  第 8 回：“The God 

of Restoration” “The Prize China Baby”  第 9 回: “Lin John ” “Tian Shan’s Kindred Spirit”  第 10

回：“The Sing Song Woman” “Negro Life in Washington” 第 11 回：“The Banishment of Ming 

and Mai” “The Story of a Little Chinese Seabird” 第 12 回：“The Heart’s Desire” “Misunderstood” 

“A Chinese Boy-Girl” 第 13 回：“Pat and Pan” “Woo-Ma and I” 第 14 回：“Away Down in 

Jamaica” “The Alaska Widow” 第 15 回 授業の振り返り 

 

言語文化共生論Ａ 霜鳥 慶邦（人文学研究科・豊中）時間割コード 452019 

【授業サブタイトル】現代英語文学と人新世、気候変動危機、生態系危機、難民危機、マル

チスピーシーズ：Amitav Ghosh, Gun Island (2019)と The Great Derangement (2016)を読む 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】インド出身、アメリカ在住の作家 Amitav Ghosh の小説 Gun Island (2019)とエ

ッセイ The Great Derangement (2016)を読みます。Gun Island は、アメリカ、インド、イタリ

アといった複数の国を舞台に、人新世と呼ばれる今の時代に、気候変動危機、生態系危機、

難民問題といった様々な惑星レベルの問題に直面する人間の様子を、マルチスピーシーズ

な視座から描く作品で、従来の人間的価値を中心とする小説形式を乗り越える力と現代人

への警鐘のメッセージ性に満ちた意欲作です。まずは、明快かつ洗練された英語表現と意外

性に富むプロット展開によって作られた物語世界を楽しみ、じっくりと味わいましょう。そ

して、作品についての理解を深めるだけでなく、文学テクストを、単語・内容・文体・構造・

修辞・背景など、あらゆるレベルにこだわって読むという行為それ自体の訓練も意識して進

めていきたいと思います。また、小説だけでなく、Ghosh が執筆したエッセイ The Great 

Derangement (2016)も読んで、彼の環境意識・文学意識をさらに深く探求します。授業の形

式は、基本的に、担当者による発表と全体での議論によって進める予定です。気軽に、積極

的に、議論に参加してください。 

【学習目標】 

1. 文学テクストを、単語・内容・文体・構造・修辞・背景といったあらゆるレベルにおいて
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正確に緻密に読み、分析することができる。 

2. 授業での議論に積極的に参加し、テクスト解釈を深めることができる。 

3. 文学テクストの読解に基づいて、堅実性と独創性に富む学術的な論を構築することがで

きる。 

【履修条件・受講条件】英語の文学テクストを読むための英語力と、議論に参加するための

日本語力を必要とします。英語文学に関する予備知識は特に必要ありません。 

【授業外における学習】毎回の進行範囲の予習をしっかりとすること。また、文学・文化批

評理論関連、環境批評関連の知識をできるだけ習得するように普段から心がけてください。 

【教科書】 

Amitav Ghosh／Gun Island／John Murray Publishers／978-1473686687 

Amitav Ghosh／The Great Derangement: Climate Change and the Unthinkable／University of 

Chicago Press／978-0226526812 

２冊とも、豊中キャンパス生協で販売します。もし見つからない場合やよくわからない場合

は、霜鳥までメールで問い合わせてください。 

【授業計画】第 01 回 イントロダクション（授業全体の説明）、第 02～05 回 The Great 

Derangement: 発表＋議論、第 06～14 回 Gun Island: 発表＋議論、第 15 回 まとめ 

 

言語文化形成論Ａ 中村 綾乃（人文学研究科・豊中）時間割コード 452023 

【授業サブタイトル】ヨーロッパ近現代史を読み解く 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】この授業の目的は、テキストの精読を通じて、ネーションと「人種」、植民

地主義を基軸に据え、ヨーロッパ近現代史を読み解くこととする。近代国家は、国籍という

制度によって「他者」を規定し、排除と内包の論理によってネーションを形成してきた。「ド

イツ人」や「フランス人」、ヨーロッパ市民というアイデンティティはどのように形成され

たのか、グローバル化と国民国家、植民地、人種主義、世界大戦、ナチズムの台頭に重点を

置き、考察していく。議論の糸口として、映画を用いる。 

【学習目標】①史料の可能性と多様性、史料批判と分析など、歴史学の方法論を習得する。 

②研究文献の講読を通じ、ヨーロッパ近現代史研究の研究動向と研究成果を把握する。 

③西洋史、東洋史、日本史という区分にとらわれることなく、地域、分野横断的な視座を獲

得する。 

【履修条件・受講条件】 

【授業外における学習】まず、E.H.カー（ 近藤 和彦訳）『新版 歴史とは何か』（岩波書店、

2022 年）を読みます。原書（E. H. Carr, What Is History? 1961）と日本語訳を参照しながら、

要点をまとめます。その他の文献については、受講者の興味関心によって、参考文献の中か

ら抜粋します。テキストを読んで、論点をまとめて下さい。毎週、新聞の書評欄に目を通し
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て下さい。 

【教科書】下記説明参照。 

【授業計画】ドイツの植民地とジェンダー秩序、人種主義とジェノサイド、日本との比較、

関係史についてなど、授業のテーマに関わる研究文献を講読する。講読するテキストと進め

方については、受講者の興味関心、専門に応じて決める。文献講読では、担当者が毎回レジ

ュメを作成し、内容を報告してもらい、議論する。第 1 回：導入、第 2～7 回：文献の講読

と議論 E. H. カー『歴史とは何か』（岩波新書）、第 8 回：文献講読と議論 E. H. カー『歴史

とは何か』（岩波新書）のまとめと総括、第 9～14 回：文献講読と議論 参考文献の中から抜

粋した文献を講読、第 15 回：総括と課題レポートについての説明 

 

表象文化論Ａ 木原善彦（人文学研究科・豊中）時間割コード 452025 

【授業サブタイトル】現代英語圏小説精読（1） 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】現代の英語圏小説を読み、その問題意識のありかを探る 

【学習目標】 

・現代の英語圏小説を精読することで、英語の文意を正確に把握することができる 

・精読の過程で、さまざまな調査方法を学ぶことができる 

・英日翻訳の基本を身に着ける 

【履修条件・受講条件】受講条件は特にないが、毎週、かなり念入りな予習が必要です。 

【授業外における学習】・少なくとも最初のうちしばらくは、各人が毎週、割り当てられた

部分の翻訳原稿を作成する（数週間に一度、担当が回ってくるということではありません。

受講者は全員、毎週、一定の分量の課題が課せられます）。・その後の進め方は、受講者の様

子を見ながら決定する。 

【教科書】Charlie Kaufman／Antkind／Random House／9780399589690 

【授業計画】Charlie Kaufman, _Antkind_を精読する。授業では、毎週、受講者全員に数ペー

ジずつ、担当を割り振ります。各人は担当箇所から 1 頁を抜き出して訳稿を作成し、授業で

それを発表します。受講者の数により、担当ページ数は変わってきますが、全員、最低 1 ペ

ージは訳してもらいます。各人は担当箇所の語句や表現をくまなく調べ、他の受講者に何を

きかれても答えられるようにしたうえで、充分に推敲を重ねた完璧な翻訳原稿を授業で発

表してください。第 1 回はイントロダクション、第 2 回はプロローグと第 1 章、第 3 回目

以降は毎回 1 章ずつ読み進めます。全 15 回（15 週）。 

 

表象文化論Ａ 山本 佳樹（人文学研究科・豊中）時間割コード 452029 

【授業サブタイトル】映画分析演習―ヌーヴェル・ヴァーグ再考 

【開講言語】日本語 
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【授業形態】演習科目 

【目的と概要】映画を分析する方法を具体的な作品を通して学ぶ。まず、ルイス・ジアネッ

ティ『映画技法のリテラシーI―映像の法則』（フィルムアート社、2003）などの内容を解説

し、映画分析の諸観点について整理する。その後、ヌーヴェル・ヴァーグの代表作をショッ

ト分析する練習をする。 

【学習目標】・映画技法についての知識を身につけ、具体的な映画作品にそれを適応できる

ようになる。・1950 年代末から 1960 年代にかけてフランスで隆盛を遂げたヌーヴェル・ヴ

ァーグ（新しい波）について、ゴダール、トリュフォー、リヴェットらの映画テクストを精

読し、その「新しさ」を再考する。 

【履修条件・受講条件】 

【授業外における学習】・各映画の感想を CLE の掲示板に書く。 

・授業で配布された資料を、ディスカッションまでに読んでおく。 

・ディスカッションの担当者に当たった場合は、映像テキストや文献を十分に研究したうえ

でハンドアウトを作成し、授業での報告に備える。 

【教科書】 

【授業計画】最初の数回で『映画技法のリテラシーI』などについて解説する。その後は 1 つ

の映画を 2 週間で扱う。まず解説とともに実作を研究し（第 1 週）、参加者によるディスカ

ッションを行なう（第 2 週）。ディスカッションは、あらかじめ決められた担当者が映画の

なかから 3 分前後の場面を選んで詳細なショット分析をし、それに基づいて意見を交換す

るゼミ形式である。 

 

表象文化論Ａ 林 千宏（人文学研究科・豊中）時間割コード 452031 

【授業サブタイトル】芸術作品とその媒体との関係 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】芸術作品（文学、絵画、彫刻、音楽、映画など）とその媒体（メディア）の

関係を受講生とともに読解・分析する。様々な論考を参照しつつ、それぞれの媒体に特有の

表現方法を考察し、それぞれの媒体に好んで取り上げられる主題やモチーフを分析する。さ

らに、芸術作品と媒体の関係から見られる文化的背景を明らかにしていくことを目的とす

る。対象となる芸術作品の時代、国にはこだわらないが、教員の専門分野である中世・ルネ

サンス期のフランスの書物、絵画や音楽を一つの参照項としてまず考察する予定である。 

【学習目標】・芸術作品の様々な分析方法を知ること。 ・受講生のそれぞれが自ら研究対象

を決め、研究方法を選び、主体的にイメージの鑑賞や解釈を行えるようになること。 

【履修条件・受講条件】特にありません。 

【授業外における学習】参考文献リストのうち、興味のあるものに目を通しておいてくださ

い。 
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【教科書】授業中にプリントを配布。 

【授業計画】なにより受講生が、自ら主体的にイメージやテクストの解釈・分析を行えるよ

うになることを目標とします。したがって、最初にテクストとイメージの相互作用について、

また分析方法について概要を説明した後には、受講生の皆さんに解釈・分析の実践をしても

らいます。その後全員で討論を行うことで、より一層分析を深めます。なお各回の内容はあ

くまでも予定です。授業進度に応じて随時変更します。第 1 回：オリエンテーション、イン

トロダクション、第 2～3 回：書物の歴史、第 4～7 回：様々な芸術ジャンルとその特徴、第

8～9 回：学生によるテーマ選定と分析方法についての討論、第 10～14 回：学生が選んだテ

ーマによる発表と質疑応答、第 15 回：まとめ 

 

言語文化比較交流論Ａ 田中 智行（人文学研究科・豊中）452035 

【授業サブタイトル】『金瓶梅詞話』講読 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】明代の白話長篇小説『金瓶梅』を講読する。各種の注釈や英訳をも合わせ読

みつつ、白話文の正確な読解能力を身に着けるとともに、白話小説の翻訳のありかたについ

て考察する。 

【学習目標】中国古典白話文の基礎的な読解能力を身に着ける。 

【履修条件・受講条件】中国語既修者であること 

【授業外における学習】次回授業であつかう箇所について辞書を引く・注釈に目を通すなど

の予習は必須。 

【教科書】白維国ほか『金瓶梅詞話校註』（岳麓書社、1995） 

David Tod Roy tr., The Plum in the Golden Vase, or Chin Pʼing Mei. 5 volumes. Princeton: Princeton 

University Press, 1993–2013 

【授業計画】第 1 回：ガイダンス、第 2～9 回：第 10 回講読、第 10～15 回：第 11 回購読 

 

翻訳研究Ａ   村上スミス アンドリュー（人文学研究科・豊中）452041 

【授業サブタイトル】和英・英和翻訳演習 

【開講言語】日本語・英語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】翻訳研究Ａ・Ｂは、翻訳を理論と実践の両側面から見る授業である。「和英・

英和翻訳演習」（翻訳研究Ａ）では、毎週 英和・和英翻訳の課題を一人または受講者同士の

共同作業で訳し、授業（または CLE の掲示板で）課題についてディスカッションすること

により翻訳実践を体験してもらう。 

【学習目標】この授業を履修する受講生は、以下のことが出来るようになる。 

・様々な翻訳方略を知る。 
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・様々なジャンルの文章を和英・英和翻訳することを経験し、これからのグローバル化社会

で必須となる異文化間コミュニケーションの一形態である翻訳の能力を身に付ける。 

・原文のジャンルや内容、訳文の用途に応じて適切な翻訳ストラテジーを選ぶ。 

【授業外における学習】毎週の翻訳課題（ネット・リサーチなどの下調べを含む）を授業時

間外に訳してもらう。 

【教科書】この授業では、教科書の指定はない。 

【授業計画】・オリエンテーション、翻訳について ・翻訳の対象：単語、句、文、テクス

ト、文化 ・翻訳能力（１）言語能力：語彙、コロケーション・ニュアンス、文体・変種 ・

翻訳能力（２）特定分野や文化に関する知識：（例）料理、医療、文化を知り翻訳で伝える ・

翻訳能力（３）起点言語から目標言語へ移す：10 分で翻訳する、誤訳の問題、様々な翻訳方

略、補償 ・翻訳プロジェクト 

 

翻訳研究Ａ 渡辺 貴規子（人文学研究科・豊中）時間割コード 452043 

【授業サブタイトル】近代日本の翻訳児童文学―翻訳作品と関連資料の読解 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】近代以降多数行われた欧米の児童文学の翻訳は、日本の児童観・教育観に大

きな影響を与えた。同時に、それらの作品の中には日本の翻訳史全体から見ても重要な作品

も存在する。本演習では、近代の代表的な翻訳児童文学作品の読解を通して、翻訳と教育の

関係を考察するとともに、日本における翻訳の歴史の一端を把握し、翻訳と日本語・日本文

化との関係についても考察する。 

【学習目標】・近代日本の翻訳の歴史の一端を知る。 

・児童文学の翻訳とそこに込められた教育観との関係を考察できるようになる。 

・翻訳と日本語・日本文化との関係について理解を深める。 

・翻訳の難しさや問題点について考え、自分の言葉で説明できるようになる。 

【履修条件・受講条件】 

【授業外における学習】・授業内で配布される資料を次回授業までに読んでおく。 

・資料の読解・コメント発表の担当者として当たっている場合には、翻訳作品の内容・様相

について説明し、それに関する自らの意見・考えを発表できるようにしておく。 

【教科書】授業内で資料を配布する 

【授業計画】近代日本の代表的な翻訳児童文学作品の一部について、翻訳論・関連資料の読

解と、原文と翻訳文の比較検討とを行う。なお、原文と翻訳文との比較検討を行う際には、

原典が英語である作品か、英語訳を介し重訳された作品を扱う。授業では、各テーマごとに

担当者を決めますので、当たった受講者は、当該回の授業までに、翻訳作品の特徴について

説明・コメントできるように準備し、発表できるようにしておいてください。担当者として

当たっていない受講者も、配布される授業資料を必ず読んでおくようにしてください。なお、
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各回の内容は予定ですので、授業の進度に応じて各テーマに割く授業の回数や、テーマとす

る作品が変更となる場合もあります。その際は授業の中で指示します。第 1 回 題目:オリ

エンテーション イントロダクション①（近代日本における翻訳の果たした役割）、第 2 回 

題目:イントロダクション②（日本における児童文学の翻訳の歴史）、第 3～5 回 題目:ヨー

ロッパの童話と日本の学校教育―グリム童話を中心に①～③、第 6～8 回 題目:アメリカの

「家庭物語」の紹介―バーネット『小公子』①～③、第 9 回 題目:小括、第 10～12 回 題

目:冒険物語の系譜―ジュール・ヴェルヌ『十五少年漂流記』①～③、第 13～14 回 題目:絵

本の翻訳について①②、第 15 回 題目:今学期のまとめ 

 

広域言語文化論ⅢＡ 中村 未樹（人文学研究科・箕面）時間割コード 454016 

【授業サブタイトル】シェイクスピア喜劇の研究 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】この授業ではシェイクスピアの作品を読んでその英語を理解するとともに、

劇の分析の手法を学ぶことを目標とします。また、音声や映像資料を活用しながら作品の朗

読練習も行います。さらに、世界各国におけるシェイクスピア作品のアダプテーションを調

査してもらうことで、シェイクスピア作品の現代的意義について確認できるよう取り組み

ます 

【学習目標】１．シェイクスピア作品の英語を理解することができる ２．シェイクスピア

作品における舞台の状況、登場人物の動きについて検討することでエリザベス朝演劇を実

際的側面から把握することができる ３．シェイクスピア作品に関する批評文献を読んで

先行研究の状況を理解した上で独自の議論を構築していくことができる 

【履修条件・受講条件】特になし 

【授業外における学習】毎回、指定された範囲を必ず予習してきてください。 

【教科書】William Shakespeare ／Much Ado about Nothing  / ISBN 978-1472520296 

【授業計画】第 1 回 授業の内容と方法についての説明、第２回～第１４回 講読、第１５

回 研究発表 

 

広域言語文化論ⅣＡ 藤原 克美（人文学研究科・箕面）時間割コード 454018 

【授業サブタイトル】ソビエト史再考（１） 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】この授業では、ソビエト史の最新の研究成果を利用して、全体主義的政治・

経済体制の従来のイメージの補正・修正を行う。テキスト出版以降にロシアで公開された資

料についても可能な限り紹介する。受講者は関心のあるテーマを選んで研究を進め、授業の

最後にレポートを執筆する。また、どのような資料が、どこに保管され、どのように分類さ



16 
 

れているかの基本的な知識を教授し、必要な資料にアクセスするための方法についても学

ぶ。 

【学習目標】ソビエト史の最近の成果について理解し、研究上の意義を説明することができ

る。また、それらの知見に基づきながら独自のテーマを設定し、独自に研究を進めることが

できる。歴史分野の論文、資料集のロシア語、英語での執筆マナーを知る。文献検索を含め

て、ロシアおよび欧米の文書館にあるロシア語およびその他の一次資料を利用するための

スキルを身につける。 

【履修条件・受講条件】特になし 

【授業外における学習】文献検索、一次資料の読み込み、レポート執筆準備を行う。 

【教科書】Г.А. Гольц.Культура и Экономика России за три века, XVIII-XXвв. Том.1.Менталитет, 

Транспорт, Информация. Новосибирск: Сибирский хронограф. 2012. 

【授業計画】教科書に沿って各テーマで発表、議論を行う。受講者は最終的にレポートを執

筆する。 

 

イギリス言語文化表象論ⅠＡ  畑田 美緒   （人文学研究科・箕面）時間割コード 454209 

【授業サブタイトル】19 世紀のイギリス小説と文化 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】チャールズ・ディケンズの小説 Great Expectations を題材とし、その作品の

内的世界のみならず、成立の背景にある作家、時代、社会問題などを総合的に分析、考察す

ることでイギリス文化のさまざまな側面にアプローチすることを目的とする。 

【学習目標】授業は演習形式で行なう．毎回担当者を決めて、担当範囲に関する発表と問題

点の指摘を行なってもらい、それを手がかりとして受講者全員が意見交換することで他者

の意見との類似点・相違点を認識し、各自が独自の視点を持てるようにする。 

【履修条件・受講条件】 

【授業外における学習】できるだけ多数の英語文学作品を読んでおくこと。 

【教科書】Charles Dickens 著 Great Expectations (Penguin Classics) 

【授業計画】一回の授業で 30〜40 ページの範囲を読み進めてゆき、第一期でこの作品の前

半を読み終える。かなりのスピードで進むが、受講者が主体となる授業とするため、各自が

事前に十分な準備を行なった上で授業に臨み、積極的に発言するよう努めてもらう。（少人

数クラスとなることが予想されるので、かなりの覚悟が必要である。）第 1 回：イントロダ

クション、第 2～14 回：担当者による発表とディスカッション、第 15 回：総括及び卒業論

文中間発表 

 

アメリカ言語文化表象論ⅠＡ  渡邉 克昭   （人文学研究科・箕面）時間割コード 454211 

【授業サブタイトル】ポール・オースターの『ブルックリン・フォリーズ』(2005) 
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【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】 この大学院ゼミでは、現代社会と密接な関係のある多彩なテーマを扱った

小説を分析することにより、ポストモダン・アメリカ文学を読み解く際に確実に必要とされ

る知の枠組みを構築していきます。年度ごとに扱うトピックスは異なりますが、本学期はポ

ール・オースターの『ブルックリン・フォリーズ』(2005)に照準を合わせ、フィクションと

現実が織りなす複雑な関係を解きほぐし、文学・文化批評を実践します。 

【学習目標】 授業では、作品を歴史的、社会/文化的、政治的文脈に位置づけ、緻密にテク

スト分析を進めていきます。またこの授業では、ポストモダン文学、文化に関する学際的な

研究を遂行するのに必要な様々なアプローチや理論的枠組みについても学んでいきます。 

この授業を通して受講生は、さらに高度な文学研究の基礎となるツールを身につけるとと

もに、テクスト分析、プレゼンテーション、ディスカッション、相互評価、期末レポートの

執筆を通じて、より説得力のある研究を遂行できるよう、スキルを向上させることが期待さ

れます。受講生は、独自の発想で多様なテクスト分析を行うなかで、自分ならではの関心を

育んで欲しいものです。 

【履修条件・受講条件】この授業はゼミ形式で受講生のプレゼンテーションとディスカッシ

ョンによって進められます。受講生は、割り当てられたプレゼンテーションを行い、議論に

積極的に参加することが求められます。英文 10 ページの期末レポートにおいては、自分な

らではの解釈に基づく説得力のあるテクスト分析を提示する必要があります。 

【授業外における学習】受講生には、割り当てられたテクストの読解を予め授業外にこなし、

質問やコメントを相当数、用意して授業に臨むことが求められます。 

【教科書】Paul Auster/The Brooklyn Follies/2005 

【授業計画】ポール・オースターの『ブルックリン・フォリーズ』を精読し、老い、死、愚

行、偽造、ユートピア、罪、救済、物語の創出などのテーマを中心に、多様な角度から考察

していく。各回、予め決められたテキストの範囲に焦点を絞り、プレゼンテーションとディ

スカッションを行う。随時、シネマ批評も行う。最終回には批評論文を読む。毎回コメント

シートの提出を求め、C L E にて共有するとともに、次回の授業の冒頭においてフィードバ

ックを行う。第 1 回 イントロダクション、第 2～14 回 『ブルックリン・フォリーズ』の

精読に基づくプレゼンテーションとディスカッション、第 15 回  批評論文の読解と論文構

想。 

 

アメリカ言語文化表象論ⅡＡ  岡本 太助   （人文学研究科・箕面）時間割コード 454213 

【授業サブタイトル】パンデミックと演劇① 

【開講言語】日本語・英語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】この授業では、新型コロナウイルス感染症を含むパンデミックと演劇の関係
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について、英語と日本語の文献を精読し考えます。配信での上演やデジタル・アーカイブ、

接触を避けた上演のあり方など、パンデミックが演劇にもたらした影響と新たな可能性に

ついて考察を深め、現代における演劇のあり方について議論します。授業は演習形式で行い

ます。各回に読む資料は事前に配布するので、全員それを精読したうえで、担当者に内容の

要約をしていただきます。また、発表担当者以外の全員が、あらかじめ CLE 上で質問、コ

メント、ディスカッション・トピックなどを提出することを求められます。期末には授業の

内容を踏まえて、日本語か英語、あるいはその併用でレポートを作成し提出していただきま

す。 

【学習目標】英語と日本語で正確に学術的資料を読み理解することができる。 

学術的資料を読むことで論点を発見し議論することができる。 

演劇の文化・社会的背景についてより深く理解する。 

【履修条件・受講条件】 

【授業外における学習】コメントの提出など、積極的な参加が求められます。講読用資料を

よく読んだ上で出席してください。また、強制ではありませんが、秋冬学期のＢと連動した

内容になっているので、連続して受講することを推奨します。 

【教科書】コピーを配布する。 

【授業計画】第１回 イントロダクション、第２回～第１４回 資料講読とディスカッショ

ン、第１５回 授業レビュー、詳細なプランは受講者と話し合って決めます。 

 

アジア言語文化資源論ⅡＡ  林 初梅 （人文学研究科・箕面）時間割コード 454221 

【授業サブタイトル】日本における台湾研究の視座 

【開講言語】日本語  

【授業形態】講義科目 

【目的と概要】日本統治時期（1895-1945）の台湾では、台湾総督府の役人、日本人の教育

者、学者たちによって、様々な文献収集と実地調査が行われていた。これらの活動が、戦後

の台湾に大きな影響を与えているが、その内実も議論の対象となっている。台湾における日

本統治期は、一体どのような時代だったのか、本講義は戦前と戦後の連続性を検討し、新た

な台湾認識への視座を提供したいと考える。 

【学習目標】台湾における言語文化の形成、とくに日本統治時代から現代までの歴史観、郷

土観、言語観の変容に注目し、台湾社会文化への多角的な理解を目標とする。 

【履修条件・受講条件】 

【授業外における学習】毎回、授業内容に関連した復習と予習の課題を与える。 

【教科書】授業の時に説明する。 

【授業計画】言語、歴史、アイデンティティの関連性を探求し、近現代台湾の社会文化をよ

り立体的重層的に理解することを目指す。受講生は日本で出版されている台湾研究の文献

を輪読するほか、関連資料の補足を発表することになる。 
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アジア言語社会構造論ⅠＡ  今岡 良子（人文学研究科・箕面）時間割コード 454239 

【授業サブタイトル】自由と平和のための SDGs と自分の研究の接続（１） 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】自由と平和に奉仕してこそ、学問は地球のすべての生き物のために役立つ道

具になります。SDGs も、その目標を常に意識していないと、オリンピック憲章のように崇

高な目標を資本の論理によってウォッシュされ、理念を失ってしまうでしょう。また、「持

続可能」を目標にしながら、核兵器の禁止を明記しない点で、すでに目標として欠損がある。

この授業では、①自分の研究テーマが、自由と平和にどう接続していくものなのか。②本来

の SDGs にはどう関わりをもっていくものなのか。あるいは、欠損している目標なのか。①

と②を念頭において、SDGs を使いながら、それぞれの研究テーマを磨いていきます。 

【学習目標】①SDGs の 17 の目標について、履修者の母国語と母語で読みます。（翻訳上の

問題点がないか、確認します。）②自分の研究テーマと接続する目標があるか、ないか、精

査します。③履修者は、①と②を踏まえて、自分の研究発表をします。発表を聞く人は、SDGs

の目標から見て、発表内容に提言します。④ ①から③を２回繰り返し、自由と平和のため

に SDGs と自分の研究を接続していきます。 

【履修条件・受講条件】今岡良子はモンゴルの遊牧社会の研究をしてきました。モンゴルや

遊牧、自然やフィールドワークに関心があると楽しい議論になります。履修者の修士論文の

作成過程にも、遊牧の思想は役に立つと思います。 

【授業外における学習】土日にフィールドワークをすることがあります 

【教科書】授業で指摘します 

【授業計画】履修者の数によって、予定が決まっていきますが、基本的に各自２回発表しま

す。履修者の人数によって予定は決まりますが、基本的に一人２回発表することになります。

履修登録後は、KOAN ではなく、CLE に新しい情報を更新していきますので、チェックし

てください。第 1 回目 Introduction、第 2 から 14 回目 presentation and discussion、第 15 回目 

Conclusion 

 

ヨーロッパ言語社会構造論ⅠＡ 藤原 克美（人文学研究科・箕面）時間割コード 454253 

【授業サブタイトル】ロシアの政治・経済・社会の諸問題 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】他国との比較や、様々なディシプリンに則して、ロシアの政治・経済・社会

の特徴を明らかにすることをめざす。いわゆる輪読を行うが、内容に則して先行研究のサー

ベイ、理論の整理も行う。 

【学習目標】ロシア経済の現状について、他国と比較しながら簡潔に整理し、論理的に説明
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できるようになる。研究テーマの設定→方法論の確定→調査→発表の研究プロセスを理解

し、研究を主体的に行うことができるようになる。 

【履修条件・受講条件】特になし 

【授業外における学習】日常的にロシアのニュースに目を通しておくこと。毎回、事前にテ

キストを読み、関連する題材についても積極的に調べること。 

【教科書】テキストは第一回目に参加者と協議のうえ、決定する。参加者は自身が読みたい

と思う本を持参すること。講師からの提案は以下。溝端佐登史編著『国家主導資本主義の経

済学』文眞堂、2022。 

【授業計画】毎回、最初の 10-15 分程度を利用して、最新のニュースを分析する（新聞記事

報告）。（以下は一案で、出席者とともに内容は考えます）第 1 回:ガイダンス、内容と担当

者の決定（以下は輪読の一例です）、第 2 回: 序章 国家主導資本主義の経済学、第 3 回: 第

一章 国家資本主義を再理論化する、第 4 回:第二章 国家主導ロシア経済における財政の役

割、第 5 回: 第三章 米ロ航空機産業の再編過程と国家政策の比較、第 6 回: レポート、卒論

執筆ガイダンス、第 7 回: 第四章 ロシアの国家と企業、第 8 回: 第五章 ロシア銀行制度に

おける国家主導性の検証、第 9 回: 第六章 生活領域における国家依存性と社会契約、第 10

回:第七章「国家のことば」の比較制度分析、第 11 回: ロシア経済に関する特別セミナー、

第 12 回: 第八章 政府の影響力が強い中国の経済システム、第 13 回: 第九章 国家の役割再

考、第 14 回: 第十章 中東欧における国有企業の国際化、第 15 回: 終章 新興市場経済と国

家主導資本主義 

 

アジア言語社会動態論ⅡＡ  深尾 葉子 （人文学研究科・箕面）時間割コード 454265  

【授業サブタイトル】中国社会における競争性と共同性 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】中国およびその周辺の中国系社会、華人社会における共同性と市場的な関係

性は常に相補的な関係を有し、互いに強め合うようなダイナミクスを形成してきた。また、

現代中国は、「社会主義体制」という極めて堅いシステムのその背後に、非常に融通の利く、

柔軟で可変的なソーシャルネットワーキングシステムを有しており、それがこれまでの中

国経済の発展を支える主要な原動力となり、創発の源泉ともなってきた。本授業では、そう

した中国社会を彩る二つの相反する側面を統合するような認識枠組みを打ち立てるべく、

過去の研究書や、具体的な事例を考察する。 

【学習目標】日本社会は、一定の組織や地域社会といった場を共有する中での秩序化が強く

作動すると考えられるのに対し、華人社会、中国社会は、歴史上強い流動性と移動の中で秩

序を構築する、という側面を持つ。内外の、移動と秩序化に関する歴史学的、人類学的見地

を参照し、社会を相対的に理解する目線を養う。 

【履修条件・受講条件】本授業は学部と共通であり、ゼミ形式であるため議論への積極的参
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加が求められる。院生は一学期の間に数回の報告を行うと同時に、毎回の報告テーマについ

て必ず何らかのコメントや発言をすることが望ましい。 

【授業外における学習】中国社会研究の背景理解としてこのサイトの英文参考文献も有用

であり、適宜参照する。 

【教科書】岸本美緒著『地域社会論再考―明清史論集２』研文出版、2012 年。費孝通『郷土

中国』（西澤治彦訳）風響社、2019 年。 

【授業計画】第一回 オリエンテーション・ゼミ履修者確定、第二回 教員による書籍の解

説および発表者振り分け、第三回「市場と社会秩序」、第四回「清代中国の経世論における

貨幣と社会」、第五回「土地を売ること、人を売ること」、第六回「市民社会論と中国」、第

七回「中国における暴力と秩序ー前近代の視点から」、第八回「明末清初における暴力と正

義の問題」、第九回「動乱と自治」、第十回「“中国”の台頭」、第十一回「清朝皇帝の江南巡

幸」、第十二回「比喩と中国社会論」、第十三回「結婚しない同盟―広東製糸女工の人生設計

ー」、第十四回 修士論文に向けて、第十五回 卒業論文に向けて 

 

イギリス言語社会動態論ⅠＡ 藤山一樹（人文学研究科・箕面）時間割コード 454298 

【授業サブタイトル】イギリス近現代史特別研究１ 

【開講言語】日本語・英語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】本授業では戦間期イギリス外交を最新の英語文献の輪読により多面的に検

討する。戦間期イギリスのグローバルな対外関与を仔細に検討しながら、第一次世界大戦と

いう未曽有の惨禍を経験した同国の課題、ならびに当時のイギリスの政策オプションを制

約した要因への理解を深める。あわせて、政治・社会を理解するための一般的視座および効

果的なプレゼンテーションの技法を身に付ける。 

【学習目標】〇 第一次世界大戦後のイギリスが直面した対外課題、また当時のイギリスの

対外政策オプションを制約した国内問題について批判的に分析することができる。〇 学術

論文に関するルールや作法を熟知した上で、独自の視点から論文を執筆することができる。 

【授業外における学習】 演習形式の本授業は、教員よりも履修者を中心に進められます。

参考文献を用いた準備ならびに議論への積極的な参加が求められることを承知しておいて

ください。 

【教科書】French, David (2022) Deterrence, Coercion and Appeasement: British Grand Strategy, 

1919-1940, Oxford UP. 

【授業計画】第 1 回:オリエンテーション〈グランド・ストラテジー〉とは何か、第 2 回: 

Introduction（Ch. 1）、第3回:Who made British Policy and Grand Strategy?（Ch. 2）、第4回 :Creating 

the New World Order, 1919-1921（Ch. 3）、第 5 回: Reconstructing the New World Order, 1921-1926

（Ch. 4）、第 6 回: Managing the New World Order, 1926-1930（Ch. 5）、第 7 回: 中間総括①（Ch. 

1-5）、第 8 回: The World Crisis and the National Government, 1931-1933（Ch. 6）、第 9 回: A 
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new Grand Strategy: The Defence Requirements Committee, 1932-1935（Ch. 7）、第 10 回: "I wish 

I saw a real policy emerging, but frankly I don't": The Baldwin Government, 1935-1937（Ch. 8）、第

11 回: 中間総括②（Ch. 6-8）、第 12 回: The Grand Strategy of Fortress Britain, May 1937-September 

1938（Ch. 9）、第 13 回: "And I sincerely believe that we have at last opened the way to that general 

appeasement which alone can save the world from chaos": Appeasement, Containment and War, 

October 1938 to September 1939（Ch. 10）、第 14 回: "…There was no hurry as time was on our 

side": Chamberlain's War（Ch. 11）、第 15 回：総括（Ch.12） 

 

世界文学・文化論    山根 聡  （人文学研究科・箕面）時間割コード 454401  

【授業サブタイトル】世界文学・文化論 

【開講言語】日本語・英語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】本授業はもともと大学院言語文化研究科言語社会専攻および日本語日本文

化専攻の大学院生のために開講した「世界文学研究」と「ポストモダン文化論」を統合した

科目である。専門分化が顕著な昨今の研究に対し、さまざまな地域の文学と文化に関する諸

問題をリレー方式で講義し、院生諸君の専門とは異なる各国の文学事情や研究方法に触れ、

専門分野に取り組む視野を広げることを目的とする。外国語学部に同様の趣旨の授業がな

いこともあり、外国語学部生の視野を広げてもらうことを目的として、平成２８年度より、

この授業を外国語学部生にも共通科目として受講できるようにした。 

【学習目標】自らの学ぶ言語で書かれた文学作品だけでなく、専門とする以外の外国語で書

かれた文学作品や研究方法について、広い視野を獲得することができる。 

【履修条件・受講条件】世界各国の文学に高い関心のある本学の大学院生、留学生および文

学のゼミに所属し、文学で卒業論文を作成することを目指している外国語学部生、或いは文

学を深く愛好する外国語学部生 

【授業外における学習】毎回の授業に際し、参考書や準備事項をＣＬＥで指示することもあ

るので、毎回前日までに CLE を確認し、資料等がある場合は、ダウンロードし、予習をし

てくること。なお詳細は初回の授業において説明する 

【教科書】毎回の参考図書や資料については、適宜ＣＬＥのコンテンツ覧に掲載する。 

【授業計画】1．山根聡 履修説明＋導論 2．永原順子 日本文学 3．岡本太助 アメリ

カ文学 4．中村未樹 英文学 5．北岡志織 ドイツ文学 6．長崎広子 ヒンディー文学 

7．松本健二 ラテンアメリカ文学 8．岡本淳子 スペイン文学 9．井上さゆり ビルマ

文学 10．宮下遼 トルコ文学 11．福田義昭 アラブ文学 12．中村菜穂 ペルシア文学 

13．劉文兵 中国文学 14．北田信 ウルドゥー文学 15．霜田洋祐 イタリア文学 

において説明する 

 

西洋近現代史講義Ⅱ-1 藤川 隆男（人文学研究科・豊中）時間割コード 458630 
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2023 年度は不開講 

 

イギリス文化史講義 山田 雄三（人文学研究科・豊中）時間割コード 45A115 

【授業サブタイトル】文化翻案の諸相—英国と日本のケーススタディーズ 

【開講言語】日本語 

【授業形態】講義科目 

【目的と概要】英語圏文学の主要作品のなかでも重要な位置づけをされる作品をとりあげ、

英語圏文学世界の魅力を、わかりやすく紹介する。オリジナルのテクスト講読と邦画の鑑賞

をとおして、文学のハイブリッドの性質について、理解を深めてもらう。 

【学習目標】短編小説や長編小説の抜粋、戯曲のテクストを鑑賞することにより、英語圏文

学の主要作品のエッセンスを取ってもらう。英語で書かれた文学の歴史のおおまかな流れ

を理解する。 

【履修条件・受講条件】特になし。 

【授業外における学習】講義内で言及する視聴覚資料（映画）については、ビデオライブラ

リー等を利用して、試聴しておくこと。 

【教科書】カズオ・イシグロ／カズオ・イシグロ秀作短編２編／音羽書房鶴見書店／4-7553-

0104-1、それ以外のテクストはプリント配布 

【授業計画】授業では文学鑑賞を実践してもらう。具体的には、日系英国人小説家カズオ・

イシグロの小説とシェイクスピアの戯曲を抜粋で読むことになる。現代にあって、文化や文

学はナショナリズムの枠を超えたハイブリッドな性格をもつことを、日英の創作家の活動

を通して、実感してほしい。毎回一定量の予習を求める。内容理解の補助として、映画化さ

れたイシグロの映画や邦画も視聴する。第 1 回: Introduction（文学を対象として文化の

hybiridity を知る）、第 2 回: 世界の Ozu（小津安二郎は西欧でどのように受容されてきた

か？）、第 3～4 回：小津安二郎の家族離散(1) (2)、第 5 回：小津安二郎と Kazuo Ishiguro、第

6 回：A Family Supper の家族、第 7 回：The Summer after the War の家族、第 8 回：前半のお

さらい、第 9 回：The Remains of the Day のなかの父子、第 10 回：世界の Kurosawa、第 11

回：Shakespeare の Macbeth を読んでみる、第 12 回：Macbeth から蜘蛛巣城へ、第 13 回：浅

茅の狂気、第 14 回：『蜘蛛巣城』という現代の悲劇、第 15 回：このセメスターのまとめ 

 

日本の地域と民俗講義 北村 毅（人文学研究科・豊中）時間割コード 45E104 

2023 年度は不開講（隔年開講） 

 

 

＜秋冬学期科目＞ 

 

コンフリクトの人文学特講Ⅱ 榎井 縁（人間科学研究科・吹田）時間割コード 211632 
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【授業サブタイトル】日本におけるコンフリクトと共生の諸問題（在日外国人問題） 

【開講言語】日本語  

【授業形態】講義科目 

【目的と概要】日本における外国人問題について多様な側面から理解し、多文化共生社会に

ついての知見を深めることを目的とする。 

【学習目標】国際移民の時代といわれる今、日本における外国人問題を検証する。日本にお

ける外国人の歴史／現状／課題の基本を学び、具体的な実践事例や現場からの声をとおし

現在の到達点を確かめ、エスノセントリズムやレイシズムを乗り越えていく新たな社会の

ありようについて考え、行動につなげることができる。 

【履修条件・受講条件】授業はオンラインではなく対面でします 

【授業外における学習】講義形式だけでなく、グループディスカッション、実践的学びを取

り入れて行う予定である。郊外でのフィールド・ワークは全員で少なくとも２回授業時間内

で行う予定である 

【教科書】毎回配布する 

【授業計画】第 1回 オリエンテーション 第 2回 政策を数字から読む 第 3回 在日コリ

アン（旧植民地出身者）『アイたちの学校』上映 第 4回 フィールド・ワーク（コリアタウ

ンに行く＆子どもの支援団体の話を聞く） 第 5回 中国帰国者（残留婦人・孤児とその子

孫）ＥＴＶ特集『わたしは誰』上映 第 6回 難民・無国籍者 自治体の外国人政策につい

て 第 7 回 南米を始めとする日系人 ゲストから話を聞く「日系ブラジル人と教育問題」 

第 8 回 フィールドワーク 南小学校（大阪市の教育政策と現場から学ぶ） 第 9 回 ゲス

トから聞く「外国人女性の抱える問題」 第 10 回 激増するネパール人 BS1『ネパール 出

稼ぎ村の子どもたち』上映 第 11 回 課題研究と発表に向けてのワーク 第 12 回 ゲスト

から聞く「外国人の労働問題（技能実習生の実態ほか）」 第 13 回 課題研究と発表に向け

てのワーク 第 14回 課題研究発表① 第 15 回 課題研究発表②とまとめ 

（回と内容についてはゲスト等の都合もあり変更する可能性がある） 

 

超領域文化論Ｂ 平山 晃司（人文学研究科・豊中）時間割コード 452010 

【授業サブタイトル】ギリシア人と卜占（２） 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】「異質の文化を研究する究極の目的は、自分の文化の体系がどのように機能

するかについて、知見を広めることにある」（E. T. Hall）。この授業は、古典古代の文化のあ

りようを学ぶことにより、自国の文化を批判的に見つめ直し、より深く理解するためのよす

がを手に入れることを目的とする。 

【学習目標】古代ギリシアにおける卜占を包括的に扱った概説書の読解を通じて、その全体

像を摑む。 
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【履修条件・受講条件】日本語の読み書きおよび日本語での会話が不自由なく出来ること。 

【授業外における学習】教科書の指定された範囲を丹念に読み、疑問点を明確にして討議に

参加する準備をしておくこと。 

【教科書】 Sarah Iles Johnston, Ancient Greek Divination. Wiley-Blackwell, 2008. (ISBN: 

9781405115735) ※コピーを配布する 

【授業計画】教科書（全 5 章）の各章を 3 回に分けて読む。予め決められた担当者が各回の

内容をまとめたレジュメを配布して発表した後、全員で討議する。 

 

超領域文化論講座Ｂ ガデミ アミン（人文学研究科・豊中）時間割コード 452132 

【授業サブタイトル】グローバル思想史論 

【開講言語】日本語・英語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】文化を歴史的に扱い、歴史学の新しい研究手法を文化に応用することから生

じる可能性と限界を批判的に考えていく。歴史および歴史学における文化や思想の特殊性

と普遍性についての議論を、英語でひもとく。今学期は、「啓蒙主義と反啓蒙主義」「リベラ

リズムと帝国」そして「西洋とその敵」という、文化思想史において中心的なテーマを取り

扱う。 

【学習目標】文化と思想の研究において英語圏の先進的なアプローチを自主的に考察でき

る。文化史・思想史の研究手法の可能性と限界を建設的に批判できる。学習した研究アプロ

ーチを自らの研究に応用できる。英語での学術論文や学術書を正確かつ迅速に読める。 

【履修条件・受講条件】特になし 

【授業外における学習】特に大学院では、学習は授業内よりも授業外で独自で行われること

である。授業は学習する場ではなく、学習を強化する場である。毎週、読み物を熟読し、内

容について深く考察した上で授業に参加することが期待される。それにはどれほどの時間

が必要かは、各自が練習を通して判断すべき。時間管理自体は学びの対象である。 

【教科書】特になし。読み物は授業内で配布。 

【授業計画】第１回 はじめに―文化とは、第２回 エンライテンメントの文化思想史（１）

―研究手法的考察、第３回 エンライテンメントの文化思想史（２）―ケーススタディー、

第４回 反エンライテンメント―研究手法的考察、第５回 反エンライテンメント―ドイ

ツの場合、第６回 反エンライテンメント―フランスの場合、第７回 リベラリズムと帝国

主義―研究手法的考察、第８回 リベラリズムと帝国主義―その矛盾、第９回 リベラリズ

ムと帝国主義―その同一性、第１０回 「西洋」と「非西洋」の形成―研究手法的考察、第

１１回 「西洋」と「非西洋」の形成―ケーススタディー、第１２回 反西洋思想―ケース

スタディー（１）、第１３回 反西洋思想―ケーススタディー（２）、第１４回 受講者の発

表（１）、第１５回 受講者の発表（２） 
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ジェンダー論Ｂ 北井 聡子（人文学研究科・豊中）時間割コード 452012 

【授業サブタイトル】フェミニズム・ジェンダー批評のための精神分析入門 

【開講言語】日本語・英語 

【授業形態】演習形式 

【目的と概要】リュス・イリガライやジュディス・バトラーといった近年の卓越したフェミ

ニズム・ジェンダー理論を理解する上で、精神分析の知識は不可欠です。本セミナーは、こ

れからフェミニズムやジェンダー理論を学んでみたい学生を対象に、主にラカンの精神分

析の基本的な概念の習得を目指すとともに、またそもそも「ペニス羨望」に代表される女性

抑圧的な理論だった精神分析が、フェミニストたちによってどのように発展させられてい

ったかを考察します。学期の仕上げとして、受講者は精神分析を使って作品分析を行うこと

になります。 

【学習目標】―基本的な精神分析の知識を習得すること 

―ジェンダー/セクシュアリティ理論の歴史的流れを掴むこと 

―批判的に物事を見る目を培うこと 

【授業外における学習】自自分の担当でない回も必ず文献を読んで、積極的にディスカッシ

ョンに参加することが求められます。 

【教科書】講師が用意します 

【授業計画】第一回：イントロ、第二～三回：片岡一竹『疾風怒濤精神分析入門』①②、第

四～七回：向井雅明『ラカン入門』①②③④、第八回：ラカン「ファルスの意味作用」、第

九回：松本卓也「ラカン派における女性論」、第十回：北村婦美「精神分析とフェミニズム

―その対立と融合の歴史―」、第十一回：Madelon Sprengnether, Feminist criticism and 

psychoanalysis、第十二回：北井聡子「ファルスを持つ女ー長編小説『セメント』のダーシャ

について」、第十三～第十五回：作品分析 

 

ジェンダー論Ｂ 鈴木 啓峻（人文学研究科・豊中）時間割コード 452134 

【授業サブタイトル】ドイツの保守革命思想と男性同盟 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】本演習では、ニコラウス・ゾンバルト（1923-2008）の『男性同盟と母権制神

話——カールシュミットとドイツの宿命』（1991）を読解する。本書は、「友敵論」「決断主

義」の公法学者とされるカール・シュミット（1888-1995）の思想に典型的に現れた男性同

盟的、女性嫌悪的な心性と、それと表裏を成す母性神話の系譜を、近代ドイツの歴史の中に

辿る内容である。本演習の目的は、この本を通して、シュミットをはじめ様々な思想史上の

重要人物たちの思考が、いかに男性性と女性性をめぐる複雑な観念連合に規定されていた

かを、近代ドイツ史を概観しながら学ぶことである。 

【学習目標】 
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・近代ドイツの保守思想に現れ男性同盟的思考の典型例について説明できるようになる。 

・男性性、女性性をめぐる様々な文化的表象について学ぶ。 

【履修条件・受講条件】 

【授業外における学習】担当者は、レジュメやスライドなどの形で発表の準備をする。担当

が当たっていない人も、テクストを読み、自分なりの論点を考えて来る。 

【教科書】ニコラウス・ゾンバルト（田村和彦訳）『男性同盟と母権制神話——カールシュミ

ットとドイツの宿命』、法政大学出版局、1994 年。 

【授業計画】基本的には輪読形式で担当者がテクストの内容を発表し、それをもとに議論し

て行きます。受講者の数とレベルに応じてはじめは進度を調整しながらテクストを読み進

めます。第１回 オリエンテーション、第２回〜第１４回 テクストに関する報告と議論、

第１５回 まとめ 

 

グローバリゼーション論Ｂ 小杉 世 （人文学研究科・豊中）時間割コード 452014 

【授業サブタイトル】アジア太平洋の環境文学（Wu Ming-Yi: The Man with the Compound Eyes） 

【開講言語】日本語・英語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】 

本演習は植民地主義・帝国主義とグローバリゼーションとの関係について、ポストコロニ

アル理論や環境人文学、その他の文化理論に基づきながら考察する。太平洋の核軍事化によ

る先住民社会の変容、移民・難民の問題、気候変動やグローバル企業の活動が現地社会にも

たらす環境問題、グローバル資本主義と生政治の問題など、現代世界の抱える様々な課題に

ついて、文学テクストや表象の分析、フィールド調査のデータなどをもとに考察する。 

 今年度の秋冬学期は、台湾の現代作家 Wu Ming-Yi（呉明益）の小説 The Man with the 

Compound Eyes（『複眼人』）を英語版で読む。太平洋の架空の島を追放された青年が巨大な

ゴミの山とともに津波で台湾に漂着する物語である。人新世のファンタジー小説を太平洋

と台湾の 20 世紀後半以降の歴史的な文脈において読む。 

【学習目標】この授業を通して学生は次のことを修得できる。1. 文学テクストや文化論、

批評を正確に読解できる。2. グローバリゼーションの諸課題について、文学テクストや社

会事象をもとに具体的に理解している。3. 大学院生としてふさわしい社会的意識と批判的

思考力をもち、この授業で習得したことを自分の専門分野や研究テーマに応用し、独自の分

析ができる。 

【履修条件・受講条件】特になし。オセアニア、アジア太平洋の歴史や文化事情・植民地主

義やポストコロニアリズム、グローバリゼーション、核や廃棄物、気候変動などの環境問題、

それらをめぐる文学やアートに関心のある人、人文社会学系以外の受講生も歓迎する。予備

知識は必要ないが、英語の文献を読む力を必要とする。 

【授業外における学習】授業で扱う作品や資料を精読して、意見や疑問点を整理しておくこ
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と。 

【教科書】Wu, Ming-Yi. The Man with the Compound Eyes. Translated by Darryl Sterk. Vintage 

Books, 2014. [呉明益《複眼人》夏日出版, 2011] （※アマゾンで英語版の Kindle 版かペーパ

ーバックを購入すること。ちなみに中国語繁体字版、日本語翻訳版もアマゾンで入手可能。） 

【授業計画】授業は演習形態で発表担当者を決め、担当者にまず発表を行ってもらい、その

後、議論する。（※授業計画は変更の可能性がある。詳しい予定表を授業で配布する。） 

第 1 回：イントロダクション、第 2～12 回：The Man with the Compound Eyes と関連文献 [発

表・議論]、第 13～14 回：個別テーマ発表 [発表・議論]、第 15 回：まとめ 

 

グローバリゼーション論Ｂ 西村 謙一 （人文学研究科・豊中）時間割コード 452016 

【授業サブタイトル】グローバリゼーションの中の市民社会 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】本演習はグローバリゼーションのもとで国家や国民の実態及び概念のあり

方について、市民社会論やアイデンティティ論、エスニシティ論等を援用しつつ考察する。

従来、近代国家は、単一の国民で形成されているとの擬制のもとにあったが、それは必ずし

も成立しないと指摘されるようになって久しい。特に、国境を越えた人々の流れが加速化し

ている現在は、国民の実態は複雑さを増している。グローバリゼーション論 B ではグロー

バリゼーション論 A で学んだ理論的枠組を中もとに、具体的な事例を取り上げて一国内に

おける社会的包摂／排除についての動態的な理解を目指す。 

【学習目標】現実社会における多文化・多エスニック状況のあり方を批判的に検討・分析す

ることができるようになることをめざす。 

【履修条件・受講条件】特に設定しない。 

【授業外における学習】各授業に関連して指定された論文等を前もって読んで内容を把握

し、自分なりのコメントを用意しておくために、必ず 4時間以上の予習をしておくこと。 

【教科書】授業中に指示する。 

【授業計画】受講学生との相談によって変更することがあるが、おおむね以下の通りに進め

る予定である。第 1 回 授業のガイダンス 第 2～5 回 多文化主義論の検討 第 6～9 回 

社会的排除に関する議論の検討 第 10～14 回 市民社会と公共圏に関する議論の検討 第

15 回 まとめ 

 

言語文化共生論Ｂ 里内 克巳（人文学研究科・豊中）時間割コード 452018 

【授業サブタイトル】アフリカ系アメリカ文学の古典を読む――Charles W. Chesnutt の短編

を中心に 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 
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【目的と概要】本授業では、アフリカ系アメリカ文学史において小説の分野での先駆者と位

置付けられる Charles Waddell Chesnutt (1858-1932)の作品を素材にした演習を行う。チェスナ

ットが最も得意としたジャンルである短編小説を講読し、意見交換するのに加えて、同時代

のアフリカ系の書き手による詩作品や、関連する研究文献の抜粋なども併せて読むことで、

理解を深めていきたい。 

【学習目標】①アフリカ系アメリカ人の歴史（特に 19 世紀）について概略を説明できる。

②アフリカ系アメリカ文学・文化の特徴（特に 19 世紀末～20 世紀初頭）について説明でき

る。③英語で書かれた様々なタイプの文学作品を分析し、文体の特徴・叙述の進め方・レト

リック上の工夫などについて具体的に説明できる。 

【授業外における学習】毎回の授業では、指定された作品をあらかじめきちんと読み、自分

なりに消化したうえで授業に臨むのが大前提となる。英語を読み慣れた受講者でも、１回の

授業について半日程度の準備時間をかけ、じっくりと読んできてほしいので、毎週の授業外

での学習計画をよく考えて立てる必要がある。 

【教科書】Duncan, Charles, ed. The Northern Stories of Charles W. Chesnutt. Ohio UP, 2004. 

【授業計画】毎回の予定を以下に示すが、出席者の顔ぶれなど諸事情によって、変更が加え

られる可能性もある。なお、下記のスケジュールでは Chesnutt の短編小説のみ挙げており、

それ以外の素材については授業時に案内する。 第 1 回：イントロダクション 第 2 回：

“The Passing of Grandison”  第 3 回：“A Bad Night” 第 4 回：“Cartwright’s Mistake”  第 5

回：“A Grass Widow”  第 6 回：“The Wife of His Youth”  第 7 回：“Her Virginia Mammy” 第

8 回： “A Matter of Principle” 第 9 回：“Uncle Wellington’s Wives” 第 10 回：“The Kiss”  第

11 回： “The Shadow of My Past”  第 12 回：“Baxter’s Procrustes” 第 13 回：“The Doll”  第

14 回： “Mr. Taylor’s Funeral”  第 15 回：“White Weeds”  

 

言語文化共生論Ｂ 霜鳥 慶邦（人文学研究科・豊中）時間割コード 452020 

【授業サブタイトル】Richard Flanagan, The Narrow Road to the Deep North (2015)を読む：第

二次世界大戦における日本とオーストラリアの記憶 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】現代オーストラリア文学を代表する作家の一人である Richard Flanagan の長

編小説 The Narrow Road to the Deep North (2015)を読みます。この小説は、作者の父親の戦争

体験がもとになっており、第二次世界大戦で、日本軍の捕虜となり、タイとビルマを結ぶ「泰

緬鉄道」（「死の鉄路」）建設の過酷な重労働についたオーストラリア兵たちの体験を描きま

す。小説は多くの批評家によって激賞され、Booker Prize を受賞しました。まずは、戦争の

凄惨さと不条理を見事な文学的表現によって描く物語をじっくりと味わいましょう。そし

て、作品についての理解を深めるだけでなく、文学テクストを、単語・内容・文体・構造・

修辞・背景など、あらゆるレベルにこだわって読むという行為それ自体の訓練も意識して進
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めていきたいと思います。授業の形式は、基本的に、担当者による発表と全体での議論によ

って進める予定です。気軽に、積極的に、議論に参加してください。 

【学習目標】 

1. 文学テクストを、単語・内容・文体・構造・修辞・背景といったあらゆるレベルにおいて

正確に緻密に読み、分析することができる。 

2. 授業での議論に積極的に参加し、テクスト解釈を深めることができる。 

3. 文学テクストの読解に基づいて、堅実性と独創性に富む学術的な論を構築することがで

きる。 

【履修条件・受講条件】英語の文学テクストを読むための英語力と、議論に参加するための

日本語力を必要とします。英語文学に関する予備知識は特に必要ありません。 

【授業外における学習】毎回の進行範囲の予習をしっかりとすること。また、文学・文化批

評理論関連、環境批評関連の知識をできるだけ習得するように普段から心がけてください。 

【教科書】Richard Flanagan／The Narrow Road to the Deep North／Vintage／978-1784701383 

豊中キャンパス生協で販売します。もし見つからない場合やよくわからない場合は、霜鳥ま

でメールで問い合わせてください。 

【授業計画】第 01 回 イントロダクション（授業全体の説明）、第 02～14 回 The Narrow 

Road to the Deep North (1)～(13): 発表＋議論、第 15 回 まとめ 

 

言語文化形成論Ｂ 中村 綾乃（人文学研究科・豊中）時間割コード 452024 

【授業サブタイトル】近現代史を読み解く 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習授業 

【目的と概要】この授業では、テキストの精読を通じて、ネーションと「人種」、植民地主

義を基軸に据え、歴史を読み解いていく。近代国家は、国籍という制度によって「他者」を

規定し、排除と内包の論理によってネーションを形成してきた。「ドイツ人」や「フランス

人」、ヨーロッパ市民というアイデンティティはどのように形成されたのか、グローバル化

と国民国家、植民地、人種主義、世界大戦、ファシズム体制などをキーワードにして、考察

していく。 

【学習目標】①史料の可能性と多様性、史料批判と分析など、歴史学の方法論を習得する。

②研究文献の講読を通じ、歴史研究の動向と研究成果を把握する。③西洋史、東洋史、日本

史という区分にとらわれることなく、地域、分野横断的な視座を獲得する。 

【履修条件・受講条件】英語あるいは日本語の文献を購読します。 

【授業外における学習】テキストを読んで、論点をまとめて下さい。 

【教科書】受講者の研究内容、授業の進行状況に応じて、 参考文献の中から抜粋する。 

【授業計画】植民地とジェンダー秩序、人種主義とジェノサイド、日本との比較、関係史に

ついてなど、授業のテーマに関わる研究文献を講読する。講読するテキストと進め方につい
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ては、受講者の興味関心、専門に応じて決める。文献講読では、担当者が毎回レジュメを作

成し、内容を報告してもらい、議論する。第 1 回：受講者の専門、興味関心に応じてテキス

トを選定し、授業の進め方を決める。第 2～14 回：文献の講読と議論 第 15 回：総括と課

題についての説明 

 

表象文化論Ｂ 木原善彦（人文学研究科・豊中）時間割コード 452026 

春夏学期シラバスを参照。 

 

表象文化論Ｂ 山本 佳樹（人文学研究科・豊中）時間割コード 452030 

【授業サブタイトル】映画分析演習―日本の「ヌーヴェル・ヴァーグ」 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】映画を分析する方法を具体的な作品を通して学ぶ。まず、ルイス・ジアネッ

ティ『映画技法のリテラシーI―映像の法則』（フィルムアート社、2003）などの内容を解説

し、映画分析の諸観点について整理する。その後、日本の「ヌーヴェル・ヴァーグ」の代表

作を映画のショット分析を通じて考察する練習をする。 

【学習目標】・映画技法についての知識を身につけ、具体的な映画作品にそれを適応できる

ようになる。・1960 年代にかけて日本に現れた「ヌーヴェル・ヴァーグ」（新しい波）につい

て、大島渚、吉田喜重、篠田正浩らの映画テクストを精読し、その映画史的位置づけを再考

する。 

【履修条件・受講条件】 

【授業外における学習】・各映画の感想を CLE の掲示板に書く。・授業で配布された資料を、

ディスカッションまでに読んでおく。・ディスカッションの担当者に当たった場合は、映像

テキストや文献を十分に研究したうえでハンドアウトを作成し、授業での報告に備える。 

【教科書】 

【授業計画】最初の数回で『映画技法のリテラシーI』などについて解説する。その後は 1 つ

の映画を 2 週間で扱う。まず解説とともに実作を研究し（第 1 週）、参加者によるディスカ

ッションを行なう（第 2 週）。ディスカッションは、あらかじめ決められた担当者が映画の

なかから 3 分前後の場面を選んで詳細なショット分析をし、それに基づいて意見を交換す

るゼミ形式である。 

 

表象文化論Ｂ 林 千宏（人文学研究科・豊中）時間割コード 452032 

春夏学期シラバスを参照 

 

言語文化比較交流論Ｂ 田中 智行（人文学研究科・豊中）452036 

【授業サブタイトル】『金瓶梅詞話』講読 
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【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】明代の白話長篇小説『金瓶梅』を講読する。各種の注釈や英訳をも合わせ読

みつつ、白話文の正確な読解能力を身に着けるとともに、白話小説の翻訳のありかたについ

て考察する。 

【学習目標】中国古典白話文の基礎的な読解能力を身に着ける。 

【履修条件・受講条件】中国語既修者であること 

【授業外における学習】次回授業であつかう箇所について辞書を引く・注釈に目を通すなど

の予習は必須。 

【教科書】白維国ほか『金瓶梅詞話校註』（岳麓書社、1995） 

David Tod Roy tr., The Plum in the Golden Vase, or Chin Pʼing Mei. 5 volumes. Princeton: Princeton 

University Press, 1993–2013 

【授業計画】第 1 回：ガイダンス、第 2～8 回：第 12 回講読、第 9～15 回：第 13 回講読 

 

翻訳研究Ｂ   村上スミス アンドリュー（人文学研究科・豊中）452042 

【授業サブタイトル】翻訳理論概論 

【開講言語】日本語・英語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】翻訳研究Ａ・Ｂは、翻訳を理論と実践の両側面から見る授業である。翻訳研

究Ｂでは、様々な翻訳理論を読み翻訳の諸問題について検討することにより翻訳研究を概

観する。 

【学習目標】この授業を履修する受講生は、以下のことが出来るようになる。 

・様々な翻訳理論を熟知する。 

・ある原文とその訳文の比較検討に翻訳理論を応用する。 

・翻訳実践でジャンルや内容などに適した翻訳ストラテジーを選ぶとき、理論的根拠に基づ

いて選ぶ。 

【授業外における学習】毎週、翻訳理論の文献を授業時間外に読んでもらう。 

【教科書】この授業は教科書の指定はない。 

【授業計画】翻訳理論・翻訳研究に関して、以下のテーマについて学ぶ。 

●等価理論（自然的等価、方向的等価）●音やリズムと翻訳●テクストタイプ・テクストジ

ャンルと翻訳●スコポス（目的）●翻訳の記述的研究（多元システム、規範、普遍的特性）

●翻訳とリスク分析●談話やテクスト構造と翻訳（結束性、一貫性、推論等）●翻訳とカル

チュラルスタディーズ・ジェンダー・ポストコロニアリズム●翻訳者の不可視性、倫理●視

聴覚翻訳●ローカリゼーション●翻訳のコーパス研究●翻訳と外国語教育 

 

翻訳研究Ｂ 渡辺 貴規子（人文学研究科・豊中）時間割コード 452044 
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【授業サブタイトル】欧米児童文学作品の日本における受容――翻訳・再話・アダプテーシ

ョン 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】本演習では、欧米の児童文学作品の日本における翻訳、翻案、再話、および

日本で公開された映画、アニメーションなどのアダプテーションを取り上げ、原作の文芸表

象の変容について受講者とともに考察する。また、その変容に関し、文化社会史的背景、児

童観の相違や変容、翻訳者や製作者の思想や作品解釈についても検討する。 

【学習目標】・原作と翻訳・翻案・アダプテーションの具体的な相違・変容に気づくことが

できる。・文芸表象の変容の文化社会史的背景を分析し、説明することができる。 

【履修条件・受講条件】 

【授業外における学習】 

・授業で配布される資料を次回授業までに読んでおく。 

・資料の読解・コメント発表の担当者として当たった場合には、当該授業において資料の意

味内容を説明し、それに関する自らの意見・考えを発表できるように準備しておく。 

【教科書】授業内で資料を配布する。 

【授業計画】欧米児童文学作品の翻訳・翻案・再話、日本で公開された映画、アニメーショ

ンなどのアダプテーションにおける文芸表象の変容について、具体的な作品を通して学ぶ。

最初の数回は、比較児童文学者、ジャック・ザイプスの論文を受講者とともに講読し、本演

習における基本的な視座を確認する。その後、具体的な作品の検討に移る。テーマとする各

作品には２～３回の授業を当て、毎回の授業において、それらの作品の種類の異なる翻訳・

アダプテーションを取り上げる。授業では、毎回担当者を決めますので、当たった受講者は、

次回授業までに、翻訳・アダプテーションの特徴について説明できるように準備し、発表で

きるようにしておいてください。担当者として当たっていない受講者も、次回授業までに、

必ず授業資料を読んでおくようにしてください。なお、各回の内容は予定ですので、授業の

進度に応じて各テーマに割く授業の回数や、扱う論や作品が変更となる場合もあります。そ

の際は授業の中で指示します。第 1 回: オリエンテーション・イントロダクション・文学作

品の受容と文化社会史的背景（１）、第 2 回: 文学作品の受容と文化社会史的背景（２）第

3～5 回: グリム原作『白雪姫』（１）～（３）、第 6～8 回: ルプランス・ド・ボーモン夫人

原作『美女と野獣』（１）～（３）、第 9 回: 小括、第 10～12 回: 児童向けの伝記文学作品

（１）～（３）、第 13～14 回: エクトール・マロ原作『家なき子』（１）（２）、第 15 回: 今

学期のまとめ 

 

広域言語文化論ⅢＢ 中村 未樹（人文学研究科・箕面）時間割コード 454017 

【授業サブタイトル】シェイクスピアの悲劇 

【開講言語】日本語 
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【授業形態】演習科目 

【目的と概要】この授業ではシェイクスピアの作品を読んでその英語を理解するとともに、

劇の分析の手法を学ぶことを目標とします。また、音声や映像資料を活用しながら作品の朗

読練習も行います。さらに、世界各国におけるシェイクスピア作品のアダプテーションを調

査してもらうことで、シェイクスピア作品の現代的意義について確認できるよう取り組み

ます。 

【学習目標】１．シェイクスピア作品の英語を理解することができる ２．シェイクスピア

作品における舞台の状況、登場人物の動きについて検討することでエリザベス朝演劇を実

際的側面から把握することができる ３．シェイクスピア作品に関する批評文献を読んで

先行研究の状況を理解した上で独自の議論を構築していくことができる 

【履修条件・受講条件】特になし 

【授業外における学習】毎回、指定された範囲を必ず予習してきてください。 

【教科書】William Shakespeare ／Antony and Cleopatra  （生協で購入してください） 

【授業計画】第 1 回 授業の内容と方法についての説明、第２回～第１４回 講読、第１５

回 最終発表 

 

広域言語文化論ⅣＢ 藤原 克美（人文学研究科・箕面）時間割コード 454019 

春夏学期シラバスを参照 

 

イギリス言語文化表象論ⅠＢ  畑田 美緒   （人文学研究科・箕面）時間割コード 454210 

【授業サブタイトル】19 世紀のイギリス小説と文化 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】ジョージ・エリオットの小説 Silas Marner を題材とし、その作品の内的世界

のみならず、成立の背景にある作家、時代、社会問題などを総合的に分析、考察することで

イギリス文化のさまざまな側面にアプローチすることを目的とする。 

【学習目標】授業は演習形式で行なう．毎回担当者を決めて、担当範囲に関する発表と問題

点の指摘を行なってもらい、それを手がかりとして受講者全員が意見交換することで他者

の意見との類似点・相違点を認識し、各自が独自の視点を持てるようにする。 

【履修条件・受講条件】 

【授業外における学習】できるだけ多数の英語文学作品を読んでおくこと。 

【教科書】George Eliot 著  Silas Marner (Penguin Classics) 

【授業計画】一回の授業で 30〜40 ページの範囲を読み進めてゆき、第一期でこの作品の前

半を読み終える。かなりのスピードで進むが、受講者が主体となる授業とするため、各自が

事前に十分な準備を行なった上で授業に臨み、積極的に発言するよう努めてもらう。（少人

数クラスとなることが予想されるので、かなりの覚悟が必要である。） 
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アメリカ言語文化表象論ⅠＢ 渡邉 克昭（人文学研究科・箕面）454212 

【授業サブタイトル】ドン・デリーロの『ホワイト・ノイズ』(1985) 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】この大学院ゼミでは、現代社会と密接な関係のある多彩なテーマを扱った小

説を分析することにより、ポストモダン・アメリカ文学を読み解く際に確実に必要とされる

知の枠組みを構築していきます。年度ごとに扱うトピックスは異なりますが、本学期はド

ン・デリーロの『ホワイト・ノイズ』(1985)に照準を合わせ、フィクションと現実が織りな

す複雑な関係を解きほぐし、文学・文化批評を実践します。 

【学習目標】授業では、作品を歴史的、社会/文化的、政治的文脈に位置づけ、緻密にテクス

ト分析を進めていきます。またこの授業では、ポストモダン文学、文化に関する学際的な研

究を遂行するのに必要な様々なアプローチや理論的枠組みについても学んでいきます。 

この授業を通して受講生は、さらに高度な文学研究の基礎となるツールを身につけるとと

もに、テクスト分析、プレゼンテーション、ディスカッション、相互評価、期末レポートの

執筆を通じて、より説得力のある研究を遂行できるよう、スキルを向上させることが期待さ

れます。受講生は、独自の発想で多様なテクスト分析を行うなかで、自分ならではの関心を

育んで欲しいものです。 

【履修条件・受講条件】この授業はゼミ形式で受講生のプレゼンテーションとディスカッシ

ョンによって進められます。受講生は、割り当てられたプレゼンテーションを行い、議論に

積極的に参加することが求められます。英文 10 ページの期末レポートにおいては、自分な

らではの解釈に基づく説得力のあるテクスト分析を提示する必要があります。 

【授業外における学習】受講生には、割り当てられたテクストの読解を予め授業外にこなし、

質問やコメントを相当数、用意して授業に臨むことが求められます。 

【教科書】Don DeLillo / White Noise / 1985 

【授業計画】全米図書賞を受賞した Don DeLillo の中期の代表作 White Noise を、「ノイズと

しての死」という、アメリカ的集団無意識との関係において定位し、テレビやスーパー・マ

ーケットなど、不死の幻影をもたらす文化装置が醸し出すアウラを分析することにより、い

かにしてホワイト・ノイズが歴史を脱臼させ、死を隠蔽し、さらなる死の恐怖をもたらすか

を毎回、多様な角度から考察していく。各回、予め決められたテキストの範囲に焦点を絞り、

プレゼンテーションとディスカッションを行う。随時、シネマ批評も行う。最終回には批評

論文を読む。毎回コメントシートの提出を求め、C L E にて共有するとともに、次回の授業

の冒頭においてフィードバックを行う。第 1 回 イントロダクション、第 2～14 回 『ホワ

イト・ノイズ』の精読に基づくプレゼンテーションとディスカッション、第 15 回  批評論

文の読解と論文構想 
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アメリカ言語文化表象論ⅡＢ  岡本 太助   （人文学研究科・箕面）時間割コード 454214 

【授業サブタイトル】パンデミックと演劇② 

【開講言語】日本語・英語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】この授業では、新型コロナウイルス感染症を含むパンデミックと演劇の関係

について、英語と日本語の文献を精読し考えます。配信での上演やデジタル・アーカイブ、

接触を避けた上演のあり方など、パンデミックが演劇にもたらした影響と新たな可能性に

ついて考察を深め、現代における演劇のあり方について議論します。授業は演習形式で行い

ます。各回に読む資料は事前に配布するので、全員それを精読したうえで、担当者に内容の

要約をしていただきます。また、発表担当者以外の全員が、あらかじめ CLE 上で質問、コ

メント、ディスカッション・トピックなどを提出することを求められます。期末には授業の

内容を踏まえて、日本語か英語、あるいはその併用でレポートを作成し提出していただきま

す。 

【学習目標】英語と日本語で正確に学術的資料を読み理解することができる。 

学術的資料を読むことで論点を発見し議論することができる。 

演劇の文化・社会的背景についてより深く理解する。 

【履修条件・受講条件】 

【授業外における学習】コメントの提出など、積極的な参加が求められます。講読用資料を

よく読んだ上で出席してください。また、強制ではありませんが、秋冬学期のＡと連動した

内容になっているので、連続して受講することを推奨します。 

【教科書】コピーを配布する。 

【授業計画】第１回 イントロダクション、第２回～第１４回 資料購読、第１５回 授業

レビュー、詳細なプランは受講者と話し合って決めます。 

 

アジア言語文化資源論ⅡＢ  林 初梅 （人文学研究科・箕面）時間割コード 454222 

春夏学期シラバスを参照。 

 

アジア言語社会構造論ⅠＢ 今岡 良子（人文学研究科・箕面）時間割コード 454240 

【授業サブタイトル】自由と平和のための SDGs と自分の研究の接続（２） 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】自由と平和に奉仕してこそ、学問は地球のすべての生き物のために役立つ道

具になります。SDGs も、その目標を常に意識していないと、オリンピック憲章のように崇

高な目標を資本の論理によってウォッシュされ、理念を失ってしまうでしょう。また、「持

続可能」を目標にしながら、核兵器の禁止を明記しない点で、すでに目標として欠損がある。

この授業では、①自分の研究テーマが、自由と平和にどう接続していくものなのか。②本来
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の SDGs にはどう関わりをもっていくものなのか。あるいは、欠損している目標なのか。①

と②を念頭において、SDGs を使いながら、それぞれの研究テーマを磨いていきます。 

【学習目標】前期と同じです。より、個人発表に重点をおいていきます。 

【履修条件・受講条件】今岡良子はモンゴルの遊牧社会の研究をしてきました。モンゴルや

遊牧、自然やフィールドワークに関心があると楽しい議論になります。履修者の修士論文の

作成過程にも、遊牧の思想は役に立つと思います。 

【授業外における学習】教室で映像を見ることもありますし、土日にフィールドに出ること

もあります。 

【教科書】授業で指摘します 

【授業計画】履修者の人数によって予定は決まりますが、基本的に一人２回発表することに

なります。履修登録後は、KOAN ではなく、CLE に新しい情報を更新していきますので、

チェックしてください。第 1 回目 Introduction、第 2 から 14 回目 presentation and discussion、

第 15 回目 Conclusion 

 

ヨーロッパ言語社会構造論ⅠＢ 藤原 克美（人文学研究科・箕面）時間割コード 454254 

【授業サブタイトル】ロシアの政治・経済・社会の諸問題 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】他国との比較や、様々なディシプリンに則して、ロシアの政治・経済・社会

の特徴を明らかにすることをめざす。いわゆる輪読を行うが、内容に則して先行研究のサー

ベイ、理論の整理も行う。 

【学習目標】ロシア経済の現状について、他国と比較しながら簡潔に整理し、論理的に説明

できるようになる。研究テーマの設定→方法論の確定→調査→発表の研究プロセスを理解

し、研究を主体的に行うことができるようになる。 

【履修条件・受講条件】11 月末から 12 月初旬の週末に行われる対抗ゼミ（他大学の学生と

の交流ゼミ）に参加してください。 

【授業外における学習】日常的にロシアのニュースに目を通しておくこと。十分な予習をし

て授業に臨むこと。 

【教科書】特になし。初回に決定する。 

【授業計画】毎回、最初の 10-15 分程度を利用して、最新のニュースを分析する（新聞記事

報告）。報告をメインに行い、後半に学部生の交流ゼミのアドバイスを行います。各回の内

容は参加者に応じて変更があります。第 1 回：授業計画確定、担当決定、第 2～4 回：論文

報告 1～3 交流ゼミ準備 1～3、第 5 回：特別セミナー、第 6～7 回：論文報告 4～5 交流ゼ

ミ準備 4～5、第 8 回：交流ゼミ、第 9～10 回：論文報告 6～7、第 11～13 回：三年生報告

1～3、第 14 回：ビブリオバトル、第 15 回：論文最終報告会 
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アジア言語社会動態論ⅡＢ  深尾 葉子 （人文学研究科・箕面）時間割コード 454266 

【授業サブタイトル】中国の文化と社会史 

【開講言語】日本語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】中国社会の特徴を近代以前のヨーロッパやアラブ地域などと比較する視点

を持つことにより、近代化に先立つ社会がどういうものであったかを歴史的に把握する視

点を養う。 

【学習目標】グローバル・ヒストリーや各地域の比較史的視野から中国社会の特徴を理解す

る視点を獲得し、アカデミックな議論の一端を知ることをめざす。 

【履修条件・受講条件】修論の執筆とテーマを深めることを同時に行う。 

【授業外における学習】各自、修論を進めるためのフィールドワークや独自の研究を行う。 

【教科書】K.ポメランツ『大分岐―中国、ヨーロッパ、そして近代世界経済の形成』川北稔

監訳、2015 年、名古屋大学出版会。 

【授業計画】中国社会の特徴を近代以前のヨーロッパやアラブ地域などと比較する視点を

持つことにより、近代化に先立つ社会がどういうものであったかを歴史的に把握する視点

を養う。第 1 回：授業の全体像に関する説明、第 2 回：中国社会を理解するための日本及び

海外の研究、第 3 回：フィールドワークを用いた地域社会理解の手法、第 4～6 回：博士後

期院生の報告、第 7 回：博士前期院生および研究生の報告、第 8～11 回：学部生の報告、第

12 回：全体討論、第 13 回：卒論および修論の最終報告、第 14 回：中国社会を理解するこ

とを通じてどのような視野を得られるのか、第 15 回：総括 

 

現代英米政治外交史特殊研究 藤山一樹（人文学研究科・箕面）時間割コード 454402 

【授業サブタイトル】世紀転換期における英米統合の夢と現実 

【開講言語】日本語・英語 

【授業形態】演習科目 

【目的と概要】本授業では、イギリス帝国の思想的系譜を分析してきたダンカン・ベル（ケ

ンブリッジ大学）の近著、Dreamworlds of Race: Empire and the Utopian Destiny of Anglo-America

を講読し、世紀転換期（19 世紀末から 20 世紀初頭）の英米知識人が構想した「アングロワ

ールド」の諸相を人種主義という観点から考察する。 

【学習目標】〇 第一次世界大戦以前のイギリス知識人によって真剣に検討された、当時の

新興国アメリカとの国家統合について、同時期の国際・国内情勢や思想的潮流との連関をふ

まえながら批判的に分析することができる。〇 学術論文に関するルールや作法を熟知した

上で、独自の視点から論文を執筆することができる。 

【授業外における学習】 演習形式の本授業は、教員よりも履修者を中心に進められます。

参考文献を用いた準備ならびに議論への積極的な参加が求められることを承知しておいて

ください。 
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【教科書】Bell, Duncan (2020) Dreamworlds of Race: Empire and the Utopian Destiny of 

Anglo-America, Princeton UP. 

【授業計画】第 1 回：オリエンテーション（インテレクチュアル・ヒストリーとイギリス帝

国）、第 2 回：英米統合、あるいは人種の夢世界？（Introduction）、第 3 回：アンドリュー・

カーネギーの構想①（Ch. 1）、第 4 回：アンドリュー・カーネギーの構想②（Ch. 1）、第 5

回：世界のアメリカ化①（Ch. 2）、第 6 回：世界のアメリカ化②（Ch. 2）、第 7 回：H.G.ウ

ェルズの構想①（Ch. 3）、第 8 回：H.G.ウェルズの構想②（Ch. 3）、第 9 回：SF 小説の中の

アングロワールド①（Ch. 4）、第 10 回：SF 小説の中のアングロワールド②（Ch. 4）、第 11

回：共通市民権構想①（Ch. 5）、第 12 回：共通市民権構想②（Ch. 5）、第 13 回：戦争廃絶

と人種主義①（Ch. 6）、第 14 回：戦争廃絶と人種主義②（Ch. 6）、第 15 回：総括（Conclusion） 

 

世界の言語事情 横井 幸子（人文学研究科・箕面）時間割コード 454412 

【授業サブタイトル】世界の社会言語学的状況 

【開講言語】日本語 

【授業形態】講義科目 

【目的と概要】日本語を除く 24 の専攻語が話されている国や地域の言語事情について、そ

れぞれの国や地域を研究対象としている研究者がリレー形式で講義を行う。具体的には、対

象となる国や地域における言語の分布、言語政策、言語の社会的階層、言語使用、言語維持

と言語取替えの現状、教育言語といった言語状況を、社会的・歴史的背景とともに概説する。

世界の言語事情は実にさまざまである。たとえば世界には、公用語の選択と普及が深刻な問

題になっている国もあれば、わざわざ公用語を定めるまでもない（ほど支配的な言語が存在

している）という国も少なくない。フランスやスペインのように長い言語運動の歴史を持つ

ところもあれば、アフリカ諸国のように言語運動の歴史をまったく持っていないところも

ある。また文字をめぐる問題はアジアに特徴的な議論である。普遍的価値のように言われる

ことの多い「多言語主義」も、数言語が話されている国と 200 もの言語が話されている国と

では、その意味も現実味も異なっている。ところが一方で、まったく異なる言語状況である

にも拘らず、多くの国で英語を教育媒介にすることが同じように議論されているという現

象もある。世界の社会言語学的状況を広く学ぶことを通して、受講生が、言語状況と社会背

景との関係を深く理解し、個別の事象にとどまることなく、それらの言語状況・言語問題が

その国に特有のものなのか、あるいは国や地域を超えるものなのか、地域的な特徴や共通す

る課題を見極め、現代社会が抱える言語問題と背景との関係を一般化していくことができ

るようになることをめざす。 

【学習目標】 

・社会言語学に関する基本的な考え方を説明できる 

・世界に見られる多様な社会言語学的状況を説明できる 

・現代社会が抱える言語問題と背景との関係を一般化できる 
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【履修条件・受講条件】言語学の基礎的な知識を持っていることが望ましい。 

【授業外における学習】授業で紹介する文献を読む。 

【教科書】各授業で紹介する 

【授業計画】暫定的に授業計画案を示しておく。初回の授業で、改めて最終版を配布する。 

1. オリエンテーション：社会言語学的視点とは（岡本真理）2. 「赤い国」？：ソ連時代と

ロシア、そして多言語主義について（横井幸子）3. 近代中東欧地域の民族と言語運動（岡

本真理）4. フランスの言語事情（栗原唯）5. スペインの言語事情（⾧谷川信弥）6. ブラジ

ルポルトガル語における言語接触（鳥居玲奈）7. 中国の言語事情（中田聡美）8. モンゴル

の言語事情（中嶋善輝）9. インドおよびその近隣地域の言語事情（西岡美樹）10. ベトナム

の言語事情（ファン・ティ・ミー・ロアン）11. フィリピンの言語事情（矢元貴美）12. イ

ンドネシアの言語事情（原真由子）13. 韓国朝鮮の言語事情（岩井亮雄）14. ナイル流域諸

国におけるアラビア語―エジプトからケニアまで―（仲尾周一郎）15. タンザニアの言語事

情（米田信子） 

 

地域文化空間論講義 井本 恭子（人文学研究科・豊中）時間割コード 458710 

【授業サブタイトル】地域文化と空間の諸相へのアプローチ 

【開講言語】日本語 

【授業形態】講義科目 

【目的と概要】 

目的：変化に適応しながら生きる人びとの多元的な関係の接続のダイナミクスがつくりだ

す空間やブリコラージュのような技法が作動する「場」を捉える視座と知識を身につける。 

概要：綿密な現地調査を理論的な分析へとつなげるような研究を提示しながら、複雑性・

多面性を確保していこうとする人びとの多彩な実践がつくる、求心性と開放性の動態的な

空間として地域を捉える方法と理論的な基盤を考える。 

【学習目標】新たなフレームで考察し直すことができるような柔軟な思考を自らの研究で

実践することができる。 

【履修条件・受講条件】特になし。 

【授業外における学習】自ら知りたい、考えたいと思うような謎や問題を解く手がかりを探

してみる。 

【教科書】 特になし。初回に基本文献一覧を配布する。 

【授業計画】 質的な調査方法、理論的な分析、複雑性・多面性を確保していこうとする人

びとの多彩な実践を中心に進める。具体的には、公共空間、コモンズ、食、記憶の「囲い込

み」を人類学的なフィールドから検討することになる。 

  第 1 回：イントロダクション 

      現代世界が経験している具体的な問題を人類学的なフィールドから検討してい 

くことの意義の説明（授業全体の枠組みを提示）。 
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  第 2 回：「囲い込み」を考えるために（１） 

     「囲い込み」が生みだすこと 

  第 3 回：「囲い込み」を考えるために（２） 

         「囲い込み」を穿つ日常的実践と微視的アプローチ 

  第 4 回：ヨーロッパにおける都市空間の諸相 

      包摂／排除（分離）のモザイク状況と TAZ（Temporary Autonomous Zone） 

第 5 回：広場、ストリート、街区の gentrification 

インフォーマルな「場」 

第 6 回：トリノ市のポルタ・パラッツォ 

人の移動、集合住宅、中庭の＜コモン＞ 

第 7 回：土地の利用をめぐるコンフリクト (1) 

NIMBY 

第 8 回：土地の利用をめぐるコンフリクト（2） 

アルプス渓谷の分断に抗する NO-TAV 運動 

第 9 回：食の「風景」（1） 

EU の品質認証制度、統一基準と地域性 

第 10 回：食の「風景」（2） 

ローカルな安全性と品質 

第 11 回：コモンズ 

関係（＝コモン）をつなぐ 

第 12 回：「災害ユートピア」の「場」 

なぜ、相互扶助と自己組織化はユートピアなのか 

第 13 回：日常生活の「一時的な」遮断 

関係（＝コモン）をつくる贈与や分配 

第 14 回：「囲い込み」をすり抜けるマツタケ 

      複数種の関係が絡まり合う空間とマルチスピーシーズ民族誌の可能性 

第 15 回：総括 

     なぜ、リフレーミングは重要なのか 

 

 


